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盟
連
国
全
法
拳
本
日

　

　
　
　

長
部
本
本
日
部
中

山 
田  

紀 

男
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を
躍
飛
る
な
更
に
心
中
を
長
会
新

勝
優

勝
優
準

　

暑
猛
い
な
に
年
近
は
年
今

然
自
と
巻
竜
、
雨
豪
え
加
に

し
ま
れ
さ
ら
さ
に
威
猛
の
界

。
た

　

定
安
く
や
う
よ
り
入
に
秋

位
各
員
会
、
中
の
々
日
た
し

過
お
何
如
て
し
ま
れ
か
お
に

　

今
は
盟
連
国
全
法
拳
本
日

定
が
長
会
丕
西
小
、
春
の
年

ま
れ
さ
退
勇
れ
ら
え
迎
を
年

連
国
全
り
渡
に
年
長
。
た
し

を
力
尽
御
め
た
の
展
発
の
盟

意
の
謝
感
て
め
改
に
茲
り
賜

ま
り
あ
で
第
次
る
す
表
を

。
す

　

茂
、
長
会
新
り
よ
度
年
本

し
新
に
心
中
を
長
会
久
直
野

拳
本
日
と
も
の
制
体
織
組
い

。
す
ま
り
参

　

位
各
も
盟
加
協
体
日
て
さ

五
の
年
今
、
く
如
の
知
承
御

区
の
応
一
て
い
お
に
旬
上
月

　

築
構
制
体
な
た
新
は
後
今

結
団
同
大
的
国
全
に
と
も
の

実
期
早
の
請
申
盟
加
り
図
を

　

六
十
月
六

(

日)

よ
り

後
午

盟
連
人
会
社
本
日
部
中
、
て
に
場

拳
本
日
回
三
十
第
、
る
よ
に
催
主

。
た

　

。
た
れ
ら
げ
広
り
繰

　

久
（
Ａ
会
鴉
は
勝
優
、
果
結

、
会
拳
桜
は
勝
優
準
、）
隊
衛
自
居

う
い
と
Ⅰ
会
聖
拳
手
久
長
位
三

Ａ
会
鴉
隊
衛
自
居
久
の
勝
優
初

の
手
久
長
て
い
お
に
勝
決
準
、
は

と
け
分
二
敗
一
勝
二
と
Ⅰ
会
聖
拳

き
大
が
の
た
し
利
勝
で
戦
接
う
い

　

年
昨
、
は
Ａ
会
鴉
隊
衛
自
居
久

、
で
加
参
の
ら
か
会
大
回
二
十
の

結
う
い
と
退
敗
戦
回
二
、
は
年
昨

た
し
錬
鍛
頃
日
で
力
強
に
も
と
ち

会
大
た
き
で
揮
発
く
な
何
如
を
技

　

の
名
四
、
は
会
拳
桜
の
勝
優
準

ハ
る
す
り
繰
り
や
を
合
試
で
手
選

。
る
え
言

　

隊
衛
自
居
久
、
は
で
賞
人
個

賞
勲
殊
が
手
選
山
丸
の
Ａ
会
鴉

選
山
中
い
な
い
て
け
負
も
度
一

手
選
る
残
に
象
印
も
躍
活
の
手

拳
桜
、
は
賞
闘
敢
。
る
え
言
と

含
も
戦
勝
決
、
で
手
選
辻
の
会

容
内
合
試
の
ず
ら
知
け
負
て
め

　

の
戦
体
団
人
会
社
、
も
年
来

。
い
た
し
待
期
を
戦
熱
の
で

　

盟
連
人
会
社
部
本
本
日
部
中　

　
　

部
括
統

　

三
恵
杉
上

Ａ
会
鴉
隊
衛
自
居
久

 

　
　
　
　

手
選
山
丸

会
拳
桜

　

辻　

仁
貴

　

し
と
会
鴉
隊
衛
自
居
久
は
回
今

た
き
で
勝
優
で
場
出
の
目
回
二
て

負
が
か
誰
で
の
る
い
て
し
頼
信
を

を
け
敗
の
そ
で
な
ん
み
、
も
て
け

。
す
ま
い
思
と

　

ま
戦
将
大
で
勝
決
準
回
今

ち
勝
で
戦
接
み
込
れ
つ
も
で

い
導
に
出
進
勝
決
、
で
ん
掴
を

感
は
に
手
選
山
中
た
れ
く
て

。
す
ま
し
謝

　

う
よ
る
き
で
勝
優
も
年
来

。
す
で
い
た

賞
勲
殊

　

は
の
た
え
貰
を
賞
回
今

自
、
い
戦
で
ち
持
気
う
い
と
る

か
し
と
こ
う
い
と
る
な
に
為

。
た
し
で
ん
せ
ま
い
て
え
考

　

し
ま
い
貰
を
賞
が
私
回
今

上
以
分
自
は
に
的
分
自
、
が
た

て
れ
ら
え
与
が
賞
に
ト
イ
メ

。
す
ま
い
思
と
い
い
も

　

体
団
、
戦
人
個
も
ら
か
れ
こ

練
に
う
よ
る
で
果
成
も
で
戦

ま
い
思
と
い
た
き
い
て
し
習

。
す

　

部
中
の
こ
年
毎
、
は
会
拳
桜

頭
筆
を
輩
先
城
藤
、
輩
先
下
森
表

る
あ
の
力
結
団
る
い
て
し
賞
入
に

　

す
で
の
る
い
で
ん
望
に
合
試
、
で

れ
ら
で
に
会
大
が
輩
先
の
人
二
の

し
ま
り
な
に
事
む
挑
で
人
四
、
ず

な
い
が
達
輩
先
。
目
戦
回
一
。
た

試
い
い
が
人
一
人
一
、
で
か
な
い

し
ま
し
利
勝
て
れ
く
て
し
を
合

ち
勝
も
戦
回
二
で
子
調
い
良
。
た

表
代
く
な
危
は
目
戦
回
三
、
み
進

な
。
た
し
ま
り
な
と
利
勝
の
で
戦

が
事
む
進
ち
勝
で
ま
勝
決
か
と
ん

で
人
４
、
か
さ
ま
。
た
し
ま
き
で

せ
ま
い
思
は
と
る
れ
来
で
ま
こ
こ

会
大
人
会
社
は
年
今
。
た
し
で
ん

気
、
皆
と
い
な
き
で
は
合
試
い
悪

出
が
合
試
い
良
、
り
ま
締
き
引
が

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
来

　

ま
い
ま
し
て
け
負
、
は
戦
勝
決

な
高
最
い
高
り
誇
、
き
で
が
と
こ

、
き
で
が
と
こ
る
す
勝
全
、
合
試
全

。
す
ま
い
思
く
し
嬉
に
常
非

　

、
還
奪
座
王
、
は
で
会
大
の
年
来

に
う
よ
る
来
出
勝
全
、
つ
か
お
な

持
く
高
を
標
目
、
で
習
練
の
々
日

。
す
ま
い
思
と
い
た
り
張
頑
、
ち

優勝　久居自衛隊鴉会Ａチーム（三重）
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岩 尾　　 勤
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緒 方　 憲 吾
片 山　 善 文
川 原　 元 則
木 村　 京 守
高　　 信 志
上 田　 武 司
田 中　　 誠
土 肥　　 豊
橋 本　 克 幸
原　　　 温
福 永　 正 人
松 田　　 牧
山 田　 正 紀
山 本　 隆 造
横 山　 俊 平

相 談 役
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理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事
理 事

毛 尾　 泰 三
小 西　　 丕
辻 井　 照 一
中 野　　 誠
野 坂　 法 雄
山 田　 紀 男
柴 田　　 勝
好 住　 隆 志
石 本　　 聰
稲 垣　 清 徳
井 原　 淑 雅
上 杉　 恵 三
上 村　 公 泰
川 口　 裕 久
桐　　 義 昭
小泉　賢一郎
小 室　 昭 治
齋 藤　 辰 平
中 栄　 一 誠
中 村　 安 治
長 江　 和 子
野 田　 健 一
樋 口　 健 二
藤 川　 良 典
藤 本　 茂 宏
三 澤　　 登
撫 養　 義 朗 て

え
考
と
い
た
し
ざ
め
を
現

。
す
ま
り
お

　

部
中
り
入
に
期
中
度
年
本

関
は
画
計
業
事
の
部
本
本
日

順
り
よ
に
力
協
御
の
位
各
係

ば
喜
に
誠
り
お
で
ん
進
に
調

。
す
ま
り
あ
に
況
状
い
し

　
上
向
の
量
質
の
層
一
共
後
今

位
各
り
あ
で
存
所
る
す
進
前

。
す
ま
し
待
期
を
力
行
実
の
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第
二
十
七
回

     
愛
知
県
民
大
会

「
ゆ
う
し
ょ
う
し
た
よ
！
」

　

幼
年　

畑
中 

敢
太

　
　
　
　
　

真
明
館
（
知
多
） 「

き
ん
ち
ょ
う
と
の
戦
い
」

　
　

小
三　

竹
本　

真
緒

　
　
　
　
　
　

真
明
館
（
知
多
）

「
初
め
に
」

　

一
般
男
子
Ⅱ
部

              

稲
手   

裕
士

　
　
　
　
　
　

春
日
井
自
衛
隊

　

名
古
屋
市
千
種
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
愛
知
県
民
大
会
開
催
さ
れ
た
。

　

中
部
地
区
内
の
道
場
、
高
校
、
大
学
、

自
衛
隊
の
参
加
を
得
て
の
大
会
で
、
中

部
地
区
最
大
の
四
八
五
名
が
参
加
の
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
会
長
、
山
田
紀
男
中
部
日
本
本

部
本
部
長
の
御
挨
拶
の
後
、
日
本
拳
法

全
国
連
盟
副
会
長
、
茂
野
直
久
先
生
よ

り
ご
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

試
合
は
、幼
児
の
部
で
は
、真
明
館（
知

多
）
の
畑
中
敢
太
選
手
が
豊
橋
南
道
場

の
吉
村
侑
真
選
手
に
勝
利
し
優
勝
し
た
。

　

連
打
の
打
ち
合
い
か
ら
、
一
瞬
の
間

で
一
本
を
決
め
れ
る
決
定
だ
は
練
習
の

の
成
果
と
い
え
る
。

　

観
客
の
目
を
引
い
た
試
合
は
、
中
学

三
年
男
子
Ⅰ
（
面
有
り
）
の
部
で
、
身

体
が
大
き
く
成
人
の
部
で
も
闘
え
そ
う

な
、
成
和
会
の
渡
辺
大
貴
選
手
と
豊
橋

協
会
の
堀
田
雄
生
選
手
の
試
合
は
見
応

え
が
あ
り
、
決
定
打
に
勝
っ
た
渡
辺
選

手
の
優
勝
と
な
っ
た
。　

両
者
に
拍
手

を
送
り
た
い
。

　

一
般
男
子
Ⅰ
部
（
二
段
以
上
）
無
差

別
級
で
は
、藤
城
剛
選
手
（
桜
拳
会
）
と
、

辻
貴
仁
選
手
（
桜
拳
会
）
の
同
道
場
の

決
勝
戦
な
っ
た
。
同
門
の
闘
い
だ
け
に

お
互
い
に
闘
い
方
を
熟
知
し
て
い
る
様

は
、
観
客
の
芽
を
く
ぎ
付
け
に
し
、
微

妙
な
判
定
に
一
喜
一
憂
す
る
緊
迫
し
た

試
合
で
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
で

あ
っ
た
。
結
果
は
辻
選
手
の
見
事
な
一

本
勝
ち
と
な
っ
た
。

愛
知
県
民
大
会
成
績
・
男
子
の
部

【
幼
児
の
部
】

優　

勝　

畑
中　

敢
太
（
真
明
館
）

準
優
勝　

吉
村　

侑
真
（
豊
橋
南
）

三　

位　

伊
藤　
　

尚
（
津
島
支
部
）

三　

位　

百
合
草　

曻
（
真
明
館
）

【
小
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

夏
目　

大
暉
（
真
明
館
）　

準
優
勝　

村
上　

大
和
（
興
志
会
）

三　

位　

池
田　

駿
平
（
豊
橋
南
）

三　

位　

内
田　

悠
博
（
成
和
会
）

【
小
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

亀
谷　

柾
斗
（
尾
張
）

準
優
勝　

福
田　

愛
斗
（
尾
張
）

三　

位　

久
村　
　

翼
（
真
明
館
）

三　

位　

藤
井　

海
光
（
中
川
Ｃ
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

夏
目　

暖
人
（
真
明
館
）

準
優
勝　

平
松　

大
河
（
尾
張
）

三　

位　

松
山　
　

稜
（
成
和
会
）

三　

位　

近
藤　

正
都
（
豊
橋
南
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

畑
中　

宏
規
（
真
明
館
）

準
優
勝　

鈴
木　

陽
太
（
豊
橋
南
）

三　

位　

竹
原　

照
真
（
洗
心
館
）

三　

位　

鈴
木　

一
葉
（
豊
川
自
）

【
小
学
校
五
年
の
部
】

優　

勝　

井
口　

翔
太
（
北
Ｃ
）

準
優
勝　

河
合　

将
吾
（
豊
橋
協
会
）

三　

位　

吉
村　

尚
真
（
豊
橋
南
）

三　

位　

夏
目　

悠
生
（
春
日
井
自
）

【
小
学
校
六
年
の
部
】

優　

勝　

渡
邉　

隆
太
（
成
和
会
）

準
優
勝　

小
林　

峻
也
（
成
和
会
）

三　

位　

國
井　

奎
吾
（
真
明
館
）

三　

位　

仲
瀬　

玄
海
（
成
和
会
）

【
中
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

安
形　
　

心
（
成
和
会
）

準
優
勝　

亀
井　

万
海
（
中
川
Ｃ
）

三　

位　

藤
原　

朱
利
（
昌
義
館
）

三　

位　

河
合
龍
太
郎
（
同
心
会
館
）

【
中
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

丸
山　

慧
也
（
成
和
会
）

準
優
勝　

小
林　

竜
也
（
成
和
会
）

三　

位　

森
田
富
美
也
（
成
和
会
）

三　

位　

仲
瀬　

玄
樹
（
成
和
会
）

【
中
学
校
三
年
Ⅰ
の
部
】

優　

勝　

渡
邉　

大
貴
（
成
和
会
）

準
優
勝　

堀
田　

雄
生
（
豊
橋
協
会
）

三　

位　

加
藤　

宏
樹
（
興
志
会
）

三　

位　

三
谷
佳
武
生
（
北
Ｃ
）

【
高
校
生
の
部
】

優　

勝　

百
合
草
春
男
（
桜
丘
）

準
優
勝　

戸
田　

春
貴
（
桜
丘
）

三　

位　

柴
田　

潤
也
（
桜
丘
）

三　

位　

佐
藤　

力
哉
（
桜
丘
）

【
一
般
Ⅰ
部
（
無
差
別
級
）】

優　

勝　

辻　
　

貴
仁
（
桜
拳
会
）

準
優
勝　

藤
城　
　

剛
（
桜
挙
会
）

三　

位　

森
下
昌
多
郎
（
桜
拳
会
）

三　

位　

田
村　
　

潤
（
同
心
会
館
）

【
一
般
Ⅱ
部
（
無
差
別
級
）】

優　

勝　

稲
手　

裕
士
（
春
日
井
自
）

準
優
勝　

杉
本　

大
輔
（
愛
学
院
日
）

三　

位　

富
田　

琳
真
（
真
明
館
）

三　

位　

伊
藤　

大
輝
（
愛
学
院
日
）

愛
知
県
民
大
会
成
績
・
女
子
の
部

【
小
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

磯
谷　

優
海
（
豊
川
自
）

準
優
勝　

森
永　

恵
生
（
興
志
会
）

三　

位　

森
田
喜
美
歌
（
成
和
会
）

三　

位　

田
中　

伶
奈
（
昭
和
Ｃ
）

【
小
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

戸
崎　

汐
音
（
豊
橋
松
山
）

準
優
勝　

近
藤　

里
胡
（
豊
橋
南
）

三　

位　

青
木　

里
帆
（
洗
心
館
）

三　

位　

青
木　

花
帆
（
洗
心
館
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

竹
本　

真
緒
（
真
明
館
）

準
優
勝　

森
田
喜
美
歌
（
成
和
会
）

三　

位　

児
玉　

七
虹
（
尾
張
）

三　

位　

金
田
知
奈
美
（
豊
橋
協
会
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

安
形　
　

友
（
成
和
会
）

　

ぼ
く
は
、
は
じ
め
て
の
し
あ
い
が

あ
い
ち
け
ん
み
ん
た
い
か
い
で
し
た
。

し
あ
い
の
と
き
は
、
き
ん
ち
ょ
う
す

る
か
と
お
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
あ

ま
り
き
ん
ち
ょ
う
し
な
か
っ
た
で
す
。

そ
の
し
あ
い
で
ゆ
う
し
ょ
う
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
で
っ

か
い
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
し
ょ
う
じ
ょ
う

を
も
ら
い
ま
し
た
。
と
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
し
あ
い
の
ま
え
の

ひ
に
は
、
い
と
こ
の
は
る
く
ん
と
だ

い
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
が
ん
ば
っ

て
れ
ん
し
ゅ
う
し
た
の
で
、
み
ん
な

が
ゆ
う
し
ょ
う
で
き
た
ん
だ
と
お
も

い
ま
し
た
。　

ぼ
く
は
、
け
ん
ぽ
う

に
は
い
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、
ね

む
た
く
て
い
き
た
く
な
い
と
な
け
て

き
た
り
、
み
ん
な
の
ま
え
で
あ
い
さ

つ
も
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
ま

は
が
ん
ば
っ
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

た
し
、
あ
い
さ
つ
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ

と
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う
を
が
ん

ば
っ
て
、
も
っ
と
も
っ
と
つ
よ
く
な

り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
ん
ど
の

し
あ
い
で
も
か
ち
た
い
で
す
。

　

私
は
、
愛
知
県
民
大
会
で
初
め
て

き
ん
ち
ょ
う
を
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な

ら
、
た
い
戦
相
手
が
た
く
さ
ん
練
習

し
て
強
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

試
合
が
始
ま
っ
た
ら
体
が
ブ
ル
ブ

ル
足
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
頭
の
中
は
何

が
何
だ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
た
け

れ
ど
、
ど
う
し
て
も
全
国
大
会
に
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
は
残
っ

て
い
ま
し
た
。
足
が
全
然
動
か
な
か
っ

た
け
ど
、
と
に
か
く
一
生
け

ん
命
こ
う
げ
き
し
て
な
ん
と

か
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
、
会
場
が
広

い
の
で
も
っ
と
も
っ
と
き
ん

ち
ょ
う
す
る
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
せ
っ
か
く
み
ん
な
の
代
表

で
行
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
力

を
出
し
き
っ
て
く
い
の
な
い
試
合
を

し
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
ど
う
し
た
ら
き
ん
ち
ょ
う
し

て
も
体
が
動
く
か
ち
ゃ
ん
と
し
た
戦

い
が
で
き
る
か
も
っ
と
も
っ
と
勉
強

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
一
般
男
子
二
部
に
て
優
勝

と
い
う
成
果
を
残
す
事
が
で
き
ま

し
た
。
二
部
で
の
優
勝
は
自
分
の

中
で
の
一
つ
の
目
標
で
あ
り
、
今

回
の
大
会
で
そ
れ
を
果
た
せ
た
事

は
今
後
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
拳
法
を
通
じ
て

　

稽
古
を
通
じ
て
技
術
を
磨
き
、

共
通
の
目
標
を
持
っ
て
錬
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
、
誰
も
が
士
気

高
く
、
一
途
に
強
く
あ
ろ
う
と
努

力
し
て
い
る
姿
が
あ
り
、
そ
の
錬

成
を
通
じ
て
折
れ
な
い
心
と
回
り

を
気
遣
え
る
余
裕
を
養
う
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
場
所
で
共
に
汗
を
流
せ

る
春
日
井
拳
法
部
員
で
あ
る
事
に

誇
り
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

終
り
に
、
自
ら
を
律
し
、
互
い

に
高
め
あ
え
る
関
係
を
築
い
て
行

け
る
拳
法
と
い
う
場
は
自
分
の
人

生
の
財
産
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
結
果
は
共
に
錬

成
に
励
ん
だ
先
輩
方
々
、
同
期
、

後
輩
達
の
お
陰
で
も
あ
り
、
そ
れ

を
結
果
と
し
て
繋
げ
ら
れ
た
事
が

素
直
に
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
日
々
の
錬
成
を
自
身
の

成
長
の
糧
と
し
て
努
力
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

準
優
勝　

伊
藤　

愛
華
（
成
和
会
）

三　

位　

冨
芳　

希
来
（
新
城
協
会
）

三　

位　

山
田　

虹
花
（
新
城
協
会
）

【
小
学
校
五
年
の
部
】

優　

勝　

鈴
木　

綾
華
（
成
和
会
）

準
優
勝　

蛭
川　

美
羽
（
昌
義
館
）

【
小
学
校
六
年
の
部
】

優　

勝　

中
西　

緒
里
（
洗
心
館
）

準
優
勝　

河
合　

琉
菜
（
中
川
Ｃ
）

三　

位　

竹
本　

美
緒
（
真
明
館
）

三　

位　

松
本　
　

渚
（
新
城
協
会
）

【
中
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

塩
谷　

佳
美
（
豊
橋
協
会
）

準
優
勝　

仲
瀬　

有
海
（
成
和
会
）

三　

位　

安
藤　

桃
香
（
中
川
Ｃ
）

三　

位　

鹿
内
ま
り
も
（
春
日
井
自
）

【
中
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

中
山　

香
穂
（
成
和
会
）

【
中
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

広
瀬　

明
夏
（
城
山
Ｃ
）

【
一
般
女
子
Ⅰ
部
】

優　

勝　

具
志
堅
鮎
美
（
興
志
会
）

準
優
勝　

山
本　

千
夏
（
愛
学
日
）

三　

位　

尾
前
奈
緒
子
（
成
和
会
）

三　

位　

坂
崎　

美
香
（
長
久
手
Ｃ
）

【
一
般
女
子
Ⅱ
部
】

優　

勝　

下
澤　

友
代
（
成
和
会
）

準
優
勝　

内
藤
詠
美
子
（
豊
橋
協
会
）

※「Ｃ」はクラブの略愛知県民大会成績表

平
成
二
十
五
年
五
月
十
二
日

　

八
月
十
八
日
、
酷

暑
厳
し
い
中
、
第

二
十
六
回
日
本
拳
法

東
三
河
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

東
三
河
周
辺
に
所

属
す
る
二
百
二
十
七

名
の
拳
士
達
が
優
勝

を
目
指
し
、
熱
い

戦
い
を
繰
り
ひ
ろ
げ

た
。

　

気
迫
あ
ふ
れ
る
試

合
が
多
く
、
子
供
達

を
応
援
す
る
親
も
、

熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
た
。
我
が
子
以
外

も
、
道
場
の
仲
間
に

対
し
て
、
各
道
場

が
一
丸
と
な
っ
て
応

援
す
る
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。

東
三
河
大
会
成
績

【
幼
児
の
部
】

優　

勝　

柴
田　

彩
羽
（
松
山
道
場
）

準
優
勝　

中
村　

謙
介
（
武
藤
会
）

第二十六回  日本拳法 東三河大会
藤ノ花女子校等学校体育館

三　

位　

平
井　

謙
蔵
（
松
山
道
場
）

三　

位　

脇
坂　

駿
輔
（
武
藤
会
）

【
小
学
校
一
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

池
田　

駿
平
（
成
和
会
）

準
優
勝　

村
上　

大
和
（
興
志
会
）

三　

位　

山
北　

龍
白
（
昌
義
会
）

三　

位　

内
田　

悠
博
（
豊
橋
南
）

【
小
学
校
二
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

藤
原　

紫
乃
（
昌
義
館
）

準
優
勝　

大
野　

楓
生
（
豊
川
自
）

三　

位　

後
藤　

睦
志
（
豊
橋
協
会
）

【
小
学
校
三
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

松
山　
　

稜
（
成
和
会
）

準
優
勝　

近
藤　

正
都
（
豊
橋
南
）

三　

位　

蛭
川　

優
路
（
昌
義
会
）

三　

位　

井
原　

大
和
（
武
藤
会
）

【
小
学
校
四
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

後
藤　

優
太
（
豊
橋
協
会
）

準
優
勝　

小
林　

将
大
（
豊
橋
南
）

三　

位　

鈴
木　

陽
太
（
豊
橋
南
）

三　

位　

大
野　

魁
士
（
豊
川
自
）

【
小
学
校
五
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

渡
邉　

剛
生
（
成
和
会
）

準
優
勝　

吉
村　

尚
真
（
豊
橋
南
）

三　

位　

河
合　

将
吾
（
豊
橋
協
会
）

三　

位　

花
井　

瑛
亮
（
成
和
会
）

【
小
学
校
六
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

戸
﨑　
　

将
（
興
志
会
）

準
優
勝　

小
林　

峻
也
（
成
和
会
）

三　

位　

仲
瀬　

玄
海
（
成
和
会
）

三　

位　

石
本
将
太
郎
（
成
和
会
）

【
中
学
校
一
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

藤
原　

朱
利
（
昌
義
館
）

準
優
勝　

安
形　
　

心
（
成
和
会
）

三　

位　

河
合　

航
希
（
豊
橋
協
会
）

三　

位　

金
田　

康
平
（
豊
橋
協
会
）

【
中
学
校
二
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

小
林　

竜
也
（
成
和
会
）

準
優
勝　

仲
瀬　

玄
樹
（
成
和
会
）

三　

位　

丸
山　

慧
也
（
成
和
会
）

【
中
学
校
三
年
男
子
の
部
（
面
有
）】

優　

勝　

渡
邉　

大
貴
（
成
和
会
）

準
優
勝　

堀
田　

雄
生
（
豊
橋
協
会
）

三　

位　

三
谷
佳
武
生
（
名
育
会
）

【
高
校
男
子
Ⅰ
部(

有
級
）】

優　

勝　

佐
藤　

力
哉
（
桜
丘
高
）

準
優
勝　

鈴
木　

拓
巳
（
豊
橋
中
央
）

三　

位　

百
合
草
春
男
（
桜
丘
高
）

三　

位　

柴
田　

潤
也
（
桜
丘
高
）

【
高
校
男
子
Ⅱ
部
（
無
級
）】

優　

勝　

小
巻　

海
斗
（
桜
丘
高
）

準
優
勝　

小
林　

弦
季
（
桜
丘
高
）

三　

位　

山
田　

知
輝
（
豊
橋
中
央
）

三　

位　

和
田　

達
平
（
豊
橋
中
央
）

【
一
般
男
子
の
部
】

優　

勝　

唐
鎌　

勇
人
（
愛
知
大
）

準
優
勝　

石
原　

伊
織
（
豊
川
自
）

三　

位　

本
間　

隆
敏
（
豊
川
自
）

三　

位　

渡
辺　
　

亮
（
愛
知
大
）

【
小
学
校
一
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

磯
谷　

優
海
（
豊
川
自
）

準
優
勝　

武
井　

逢
月
（
豊
川
自
）

三　

位　

森
長　

恵
生
（
興
志
会
）

【
小
学
校
二
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

山
本　

舞
香
（
成
和
会
）

準
優
勝　

山
本　

妃
香
（
成
和
会
）

三　

位　

戸
﨑　

汐
音
（
松
山
道
場
）

【
小
学
校
三
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

金
田
知
奈
美
（
豊
橋
協
会
）

準
優
勝　

森
田
喜
美
歌
（
成
和
会
）

【
小
学
校
四
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

安
形　
　

友
（
成
和
会
）

準
優
勝　

冨
芳　

希
来
（
新
城
協
会
）

三　

位　

山
田　

虹
花
（
新
城
協
会
）

三　

位　

伊
藤　

愛
華
（
成
和
会
）

【
小
学
校
五
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

鈴
木　

綾
華
（
成
和
会
）

準
優
勝　

蛭
川　

美
羽
（
昌
義
会
）

【
小
学
校
六
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

松
本　
　

渚
（
新
城
協
会
）

準
優
勝　

海
野　

鈴
子
（
新
城
協
会
）

三　

位　

織
部
ま
り
あ
（
新
城
協
会
）

【
中
学
校
女
子
の
部
】

優　

勝　

塩
谷　

佳
美
（
豊
橋
協
会
）

準
優
勝　

中
山　

香
穂
（
成
和
会
）

三　

位　

林
本　

百
花
（
成
和
会
）

三　

位　

安
藤　

桃
香
（
名
育
会
）

【
高
校
女
子
Ⅰ
部
】

優　

勝　

中
野
由
可
里
（
藤
ノ
花
高
）

準
優
勝　

岡
本　

敦
美
（
藤
ノ
花
高
）

三　

位　

浜
谷　

唯
乃
（
桜
丘
高
）

三　

位　

鶴
見　

静
香
（
藤
ノ
花
高
）

【
高
校
女
子
Ⅱ
部
】

優　

勝　

吉
田　
　

靖
（
藤
ノ
花
高
）

準
優
勝　

中
野　

晶
帆
（
藤
ノ
花
高
）

三　

位　

小
谷
真
依
子
（
藤
ノ
花
高
）

愛知大学
日本拳法部OB会
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大
会
成
績
一
覧
表
　
男
子
の
部

【
小
学
校
一
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

平
野　

渚
（
菰
野
）

準
優
勝　

濱
口　

脩
（
明
和
）

三　

位　

西
山　

涼
（
教
心
館
）

三　

位　

豊
田　

玲
空
（
亀
山
）

【
小
学
校
二
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

三
根　

忠
勝
（
亀
山
）

準
優
勝　

西
川　

輝
（
亀
山
）

三　

位　

佐
野　

亨
磨
（
亀
山
）

三　

位　

有
田　

真
都
（
松
阪
西
）

【
小
学
校
三
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

丸
田　

頼
陀
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

小
濱　

海
稜
（
教
心
館
）

三　

位　

北
垣
戸
健
真
（
松
阪
西
）

三　

位　

川
下　

大
輔
（
教
心
館
）

【
小
学
校
四
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

村
上　

展
太
（
教
心
館
）

準
優
勝　

匹
田　

海
大
（
亀
山
）

三　

位　

中
谷　

柊
人
（
教
心
館
）

三　

位　

原　

隆
人
（
教
心
館
）

【
小
学
校
五
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

倉
田　

要
（
亀
山
）

準
優
勝　

長
谷
川
元
望
（
亀
山
）

三　

位　

伊
藤　

大
空
（
菰
野
）

三　

位　

布
川　

雄
大
（
名
張
）

【
小
学
校
六
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

片
山　

尭
（
菰
野
）

準
優
勝　

中
村　

洸
文
（
教
心
館
）

三　

位　

竹
上　

翔
都
（
松
阪
西
）

三　

位　

稲
継　

冬
雅
（
教
心
館
）

【
中
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

西
川　

潤
（
亀
山
）

準
優
勝　

横
井　

竜
太
（
亀
山
）

三　

位　

田
中　

慎
哉
（
明
和
）

三　

位　

谷
元　

樹
（
松
阪
西
）

【
中
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

丸
田
安
久
瑠
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

匹
田　

鯨
太
（
亀
山
）

三　

位　

宇
佐
美　

拓
（
菰
野
）

三　

位　

野
呂　

竜
大
（
教
心
館
）

【
中
学
校
３
年
の
部
】

優　

勝　

小
森　

彪
楽
（
鈴
鹿
）

準
優
勝　

田
中　

大
稀
（
明
和
）

三　

位　

濱
口
慎
太
郎
（
明
和
）

【
高
校
生
の
部
】

優　

勝　

山
本　

束
真
（
教
心
館
）

準
優
勝　

長
尾　

侑
輝
（
教
心
館
）

三　

位　

柏
木　

大
（
松
阪
西
）

三　

位　

小
泉　

翔
護
（
教
心
館
）

【
一
般
級
の
部
】

優　

勝　

若
林　

大
晃
（
三
重
大
）

準
優
勝　

小
林　

将
也
（
明
和
）

大
会
成
績
一
覧
表
　
女
子
の
部

【
幼
児
の
部
】

優　

勝　

速
水　

源
（
教
心
館
）

準
優
勝　

沖
田
蒼
二
郎
（
松
阪
西
）

三　

位　

渡
邉　

凜
（
名
張
）

三　

位　

川
下　

涼
輔
（
教
心
館
）

【
小
学
校
一
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

大
谷　

理
緒
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

榎
本　

梨
花
（
紀
南
）

三　

位　

西
村　

侑
芽
（
教
心
館
）

三　

位　

横
内　

奏
（
亀
山
）

【
小
学
校
二
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

曽
野　

雅
（
明
和
）

準
優
勝　

清
水
こ
こ
ろ
（
明
和
）

三　

位　

野
田　

麗
菜
（
泰
心
会
）

【
小
学
校
三
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

西
山　

心
菜
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

桝
井　

木
香
（
松
阪
西
）

三　

位　

西
口　

菜
摘
（
泰
心
会
）

三　

位　

豊
田　

裕
菜
（
亀
山
）

【
小
学
校
四
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

荒
川　

由
妃
（
菰
野
）

準
優
勝　

谷
元　

楓
（
松
阪
西
）

三　

位　

宝
得　

未
知
（
名
張
）

三　

位　

鈴
木
沙
也
佳
（
津
）

【
小
学
校
五
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

北
垣
戸
美
来
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

大
原　

愛
加
（
松
阪
西
）

三　

位　

西
山　

綾
菜
（
松
阪
西
）

三　

位　

桝
井　

野
々
（
松
阪
西
）

【
小
学
校
六
年
女
子
の
部
】

優　

勝　

宝
得　

未
咲
（
名
張
）

準
優
勝　

別
所　

真
衣
（
津
）

三　

位　

森　

愛
依
莉
（
教
心
館
）

三　

位　

布
川
香
菜
子
（
名
張
）

【
中
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

長
尾　

彩
花
（
教
心
館
）

準
優
勝　

村
上　

弘
佳
（
教
心
館
）

三　

位　

池
上　

姫
月
（
紀
南
）

三　

位　

伊
藤　

涼
南
（
菰
野
）

【
中
学
校
二
、三
年
の
部
】

優　

勝　

松
井　

眸
（
亀
山
）

準
優
勝　

伊
藤　

寧
音
（
菰
野
）

三　

位　

細
川　

麗
奈
（
泰
心
会
）

【
高
校
・
一
般
面
無
の
部
】

優　

勝　

川
田　

祐
華
（
日
生
一
高
）

準
優
勝　

岡
本　

珠
美
（
四
日
市
）

三　

位　

竹
内　

志
織
（
鈴
鹿
）

三　

位　

山
口　

智
世
（
菰
野
）

【
高
校
面
有
の
部
】

優　

勝　

長
尾　

美
穂
（
教
心
館
）

【
一
般
面
有
の
部
】

優　

勝　

宇
城　

陽
子
（
三
重
大
）

準
優
勝　

石
田　

冬
美
（
松
阪
西
）

三　

位　

升
田　

あ
や
（
教
心
館
）

三　

位　

小
泉　

水
桜
（
教
心
館
）

【
団
体
戦
の
部
】

優　

勝　

松
阪
西
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

名
張
Ｂ
チ
ー
ム

三　

位　

菰
野
Ｂ
チ
ー
ム

三　

位　

小
澤　

喬
（
嬉
野
）

三　

位　

中
西　

貴
英
（
菰
野
）

【
一
般
段
の
部
（
軽
量
級
）】

優　

勝　

上
村　

公
謙
（
嬉
野
）

準
優
勝　

岩
田　

尚
也
（
菰
野
）

三　

位　

丸
山　

浩
紀
（
久
居
自
）

三　

位　

右
田　

智
哉
（
久
居
自
）

第
二
十
六
回

第
二
十
六
回

四
月
二
十
一
日

六
月
二
十
九
日

日
本
拳
法

中
南
勢
会
会
長
杯

い
き
い
き

  

武
道
フ
ェ
ス
タ

今
年
最
初
の
公
式
戦
で
あ
る
会

長
杯
で
は
、
一
三
三
名
が
参
加

こ
こ
数
年
で
は
最
多
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

明
野
自
衛
隊
（
現
在
明
和
会

所
属
）
の
初
参
戦
が
一
助
と
な

り
、
同
隊
の
松
元
勇
介
選
手
が

優
勝
、
同
じ
く
東
選
手
も
三
位

に
入
賞
さ
れ
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

大
会
成
績
一
覧
表
　
男
子
の
部

【
幼
児
の
部
】

優　

勝　

速
水　
　

源
（
菰
野
）

準
優
勝　

沖
田
蒼
二
郎
（
松
阪
西
）

三　

位　

西
山　

華
乃
（
明
和
）

三　

位　

下
野　

里
紗
（
拳
親
会
）

【
小
学
校
一
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

井
坂　

太
信
（
教
心
館
）

準
優
勝　

西
山　
　

涼
（
教
心
館
）

三　

位　

小
濱　

月
維
（
教
心
館
）

三　

位　

田
中　

悠
貴
（
教
心
館
）

【
小
学
校
二
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

有
田　

真
都
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

中
西　

泰
椰
（
松
阪
西
）

三　

位　

小
澤　

正
憲
（
嬉
野
）

三　

位　

川
下　

隼
輔
（
教
心
館
）

【
小
学
校
三
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

丸
田　

頼
陀
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

北
垣
戸
健
真
（
松
阪
西
）

三　

位　

佐
藤　

雅
月
（
松
阪
西
）

三　

位　

川
下　

大
輔
（
教
心
館
）

【
小
学
校
四
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

村
上　

展
太
（
教
心
館
）

準
優
勝　

中
谷　

柊
人
（
教
心
館
）

三　

位　

佐
藤　

千
洋
（
松
阪
西
）

三　

位　

原　
　

隆
人
（
教
心
館
）

【
小
学
校
五
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

堀
田
伽
衣
斗
（
明
和
）

準
優
勝　

現
王
園
洸
央
（
教
心
館
）

三　

位　

加
藤　

駿
佑
（
嬉
野
）

三　

位　

辻
本　
　

拓
（
松
阪
西
）

【
小
学
校
六
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

竹
上　

翔
都
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

宮
崎　

康
央
（
教
心
館
）

三　

位　

稲
継　

冬
雅
（
教
心
館
）

三　

位　

中
村　

洸
文
（
教
心
館
）

【
中
学
校
一
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

谷
元　
　

樹
（
浜
松
西
）

準
優
勝　

田
中　

慎
哉
（
明
和
）

三　

位　

鈴
木　

智
仁
（
松
阪
西
）

三　

位　

柏
木　

勇
亮
（
松
阪
西
）

【
中
学
校
二
年
男
子
の
部
】

優　

勝　

谷
元　
　

樹
（
松
阪
西
）

準
優
勝　

田
中　

慎
哉
（
明
和
）

三　

位　

鈴
木　

智
仁
（
松
阪
西
）

三　

位　

柏
木　

勇
亮
（
松
阪
西
）

【
中
学
校
三
年
男
子
の
部
（
面
有
）】

優　

勝　

田
中　

大
稀
（
明
和
）

準
優
勝　

濱
口
慎
太
郎
（
明
和
）

三　

位　

阪
口　

雄
大
（
拳
親
会
）

【
高
校
男
子
の
部
】

優　

勝　

長
尾　

侑
輝
（
教
心
館
）

準
優
勝　

柏
木　
　

大
（
教
心
館
）

三　

位　

竹
上　

侑
汰
（
松
阪
西
）

三　

位　

山
本　

束
真
（
教
心
館
）

【
一
般
男
子
の
部
】

優　

勝　

松
元　

勇
介
（
明
野
自
）

準
優
勝　

小
澤　
　

喬
（
嬉
野
）

三　

位　

上
西　

秀
明
（
嬉
野
）

三　

位　

東　
　

和
孝
（
明
野
自
）

【
団
体
戦
の
部
】

優　

勝　

教
心
館
Ａ

準
優
勝　

松
阪
西
Ａ

三　

位　

松
阪
西
Ｂ

　

団
体
戦
で
は
教
心
館
Ａ

チ
ー
ム
が
優
勝
。
観
客
席

か
ら
は
一
際
熱
い
声
援
を

受
け
て
の
迫
力
あ
る
勝
利

で
し
た
。

　
　

松
阪
西
日
本
拳
法
会

　
　
　
　
　

太
田　

尚
紀

　

昨
年
に
続
き
「
名
張
市
武
道
交

流
館
い
き
い
き
」
で
日
本
拳
法
、

柔
道
、
空
手
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な

た
、
少
林
寺
拳
法
、
弓
道
の
七
団

体
が
演
武
を
披
露
す
る
「
い
き
い

き
武
道
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
拳
法
名
張
会
は
選
抜
メ
ン

バ
ー
の
二
十
名
で
参
加
し
、基
本
、

連
撃
、
空
乱
及
び
防
具
稽
古
に
加

え
捕
撃
の
形
を
演
武
し
日
本
拳
法

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
剣
道
と
な
ぎ
な
た
の

公
開
異
種
演
武
も
披
露
さ
れ
大
勢

の
観
客
に
武
道
の
醍
醐
味
が
理
解

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
武
道
七
団
体
同

時
に
見
学
出
来
る
機
会
は
余
り
な

く
、
こ
の
催
し
に
よ
っ
て
武
道
の

良
さ
が
広
く
市
民
に
浸
透
し
、
競

技
人
口
拡
大
へ
の
貢
献
に
繋
が
る

事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

愛知学院大学 日本拳法部
OB後援会

菰野日本拳法会

少年の部（小学生以下）／水曜日　PM7：00～-9：00
一般の部（中学生以上）／月曜日　PM7：30～-9：00

会　長　岩田　卓也・副会長　勝政　徳行
師　範　岩田　栄伸・新美　敦司

場　所　三重県菰野町永井 891
　　　　岩田　卓也　宅　TEL(0593)96-0564

日本拳法豊橋協会
会　長：青 木 徳 生　副会長：中 山 洋 次
練習日：（日）　PM6:00～9:00　（水）　PM7:00～9:00
練習場所：豊橋市武道館2階
連絡先：TEL 0532-53-1340（藤本宅）

三重県総合大会
第 34 回 平成 25 年 5 月 15 日（日）

三
重
県
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
於
い
て
例
年

通
り
全
日
本
拳
法
総
合
選
手
権
大
会
の

予
選
会
を
兼
ね
、
選
手
三
百
十
名
、
大

会
役
員
七
十
八
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

日
頃
練
習
へ
の
送
迎
を
し
て
子
供
た

ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
る
保
護
者
の

方
々
と
指
導
し
て
い
る
各
道
場
の
先
生

方
の
結
果
を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
期

待
感
、
こ
れ
に
応
え
よ
う
と
自
信
と
不

安
の
入
り
混
じ
っ
た
選
手
達
の
鼓
動
と

緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
大
会
の
幕
開

け
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
男
子
の
部
で
は
上
村
公
謙
選
手

（
嬉
野
）
が
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

久
居
自
衛
隊
所
属
で
準
決
勝
へ
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
丸
山
浩
紀
選
手
を
退
け
、

決
勝
で
は
同
様
に
準
決
勝
で
久
居
自
衛

隊
所
属
の
右
田
智
哉
選
手
を
退
け
た
岩

田
尚
也
選
手
（
菰
野
）
を
破
り
見
事
三

年
ぶ
り
の
優
勝
に
帰
り
咲
き
ま
し
た
。

　

女
子
の
部
は
面
有
り
の
部
で
宇
城
陽

子
選
手
（
三
重
大
）
が
連
覇
を
飾
り
ま

し
た
。
今
年
は
連
覇
し
た
選
手
が
目

立
っ
た
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
男
子

は
村
上
展
太
選
手
（
教
心
館
）
が
見
事

四
連
覇
の
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。又
、

小
森
彪
楽
選
手
（
鈴
鹿
）、
西
川
潤
選

手
（
亀
山
）、
倉
田
要
選
手
（
亀
山
）

丸
田
頼
陀
選
手
（
松
阪
西
）、
平
野
渚

選
手
（
菰
野
）
の
五
名
は
連
覇
、
女
子

は
西
山
心
菜
選
手
（
松
阪
西
）
が
三
連

覇
、
宇
城
陽
子
選
手
に
加
え
宝
得
未
咲

選
手
（
名
張
）
北
垣
戸
美
来
選
手
（
松

阪
西
）
の
三
名
が
連
覇
を
果
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
団
体
戦
は
初
め
て
決
勝
戦
に

進
出
し
会
場
を
沸
か
せ
た
名
張
チ
ー
ム

を
破
り
見
事
三
連
覇
を
達
成
し
た
の
は

松
阪
西
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
連
覇
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
今
も
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
今

後
の
日
本
拳
法
の
発
展
が
大
い
に
期

待
さ
れ
る
大
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
日
本
拳
法
連
盟

　
　

広
報
情
報
部
部
長　

高
野
健
作

「
頑
張
っ
て
勝
ち
と
っ
た
優
勝
」

　
小
二
　
三
根
　
忠
勝

　
　
　
　
　
　
　
日
本
拳
法
名
張
会

「
連
覇
優
勝
達
成
！
」

　
中
一
　
西
川
　
潤

　
　
　
　
　
　
　
日
本
拳
法
亀
山
会

　

ぼ
く
は
、
去
年
の
一
年
生
で
は
三

位
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
す
ご
く

悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

今
年
は
優
勝
し
て
や
る
ぞ
と
い
う
思

い
で
試
合
に
望
み
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
も
、
ど
う
や
っ
た
ら

勝
て
る
か
と
家
で
特
訓
し
ま
し
た
。

は
じ
め
一
回
戦
の
時
は
、
す
ご
く
緊

張
し
て
い
て
、
な
か
な
か
練
習
し
て

き
た
こ
と
が
出
来
な
く
て
、
準
決
勝

く
ら
い
に
な
る
と
身
体
が
動
い
て
き

ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
引
き
わ
け

に
な
り
サ
ド
ン
デ
ス
に
な
っ
て
ど
う

な
る
や
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
相
手
を

倒
し
て
や
る
と
い
う
思
い
だ
け
で
戦

い
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
一
本
が
と
れ
ず
、
や
っ

と
ぼ
く
に
二
本
の
旗
が
上
が
り
ぼ
く

は
優
勝
で
き
ま
し
た
。
相
手
の
子
は

い
つ
も
な
か
な
か
勝
て
な
い
子
だ
っ

た
の
で
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

初
め
て
全
国
大
会
に
望
み
ま
す
。
ま

た
緊
張
だ
け
ど
、
先
生
や
お
父
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
っ
て
き
た
こ
と
を
試

合
に
出
せ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
強
い
相
手
で
も
、
優
勝
し
て

や
る
と
い
う
思
い
で
戦
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ぼ
く
は
、
一
生
懸
命
練
習

し
て
、
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
自
分
も
中
学
生
と
な

り
、
い
ろ
ん
な
面
で
違
っ
た
環
境
で

む
か
え
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
分
、
今
ま
で
に
な
い
不
安
も
あ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
で
も
当
日
は
、

絶
対
優
勝
す
る
気
持
ち
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
高
め
て
い
ま
し
た
。

　

中
一
の
部
が
始
ま
り
、
自
分
の
試

合
ま
で
、
冷
静
に
待
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
一
試
合
ご
と
集
中
し
て
、

て
い
ね
い
に
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。
自
分
を
信
じ
て
ま
ず
は
自
分

に
負
け
な
い
よ
う
に
強
く
思
い
ま
し

た
。

　

準
決
勝
。
慎
重
に
な
り
す
ぎ
た
の

か
思
う
よ
う
に
決
ま
ら
ず
、
０
対
０

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
判
定
で

勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
決
勝
。
ま
ず
は
何

よ
り
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
思
い
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

よ
り
一
層
優
勝
へ
の
思
い
、
連
覇
へ

の
思
い
が
高
ま
り
ま
し
た
。
試
合
が

始
ま
っ
て
か
ら
の
こ
と
は
、
無
我

夢
中
で
、
あ
ま
り
思
い
出
せ
な
い

く
ら
い
で
す
。
で
も
、
集
中
を
途

絶
え
な
い
よ
う
に
は
し
て
い
ま
し
た
。

試
合
は
お
互
い
決
ま
ら
ず
、
無
制
限

一
本
勝
負
と
な
り
ま
し
た
。
体
力
勝

負
で
し
た
。
決
ま
り
ま
し
た
。
勝
ち

ま
し
た
。
最
高
に
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
と
同
時
に
、
今
年
も
ま
た
、
涙

が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。
何
と
も
表

わ
せ
な
い
感
情
で
し
た
。

　

こ
の
優
勝
は
、
一
緒
に
練
習
し
て

い
る
亀
山
会
の
仲
間
や
、
家
族
、
周

り
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
の
も
の
で

す
。
試
合
が
終
わ
る
と
、
改
め
て
実

感
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
、
頑
張
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
全
国
大
会
は
、
惜
し
く
も
準

優
勝
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
悔
し
さ
を

忘
れ
ず
に
リ
ベ
ン
ジ
し
て
、
今
年
こ

そ
全
国
優
勝
し
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
頃
の
練
習
を
大
事
に
取

り
組
み
、
頑
張
り
た
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
個
人
戦
】

「やったぞ団体三連覇」 松阪西日本拳法会
小六　竹上翔都　

ぼ
く
は
六
年
生
な
の
で

大
将
で
出
場
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
大
将
な
の
で

不
安
も
あ
り
楽
し
み
も
あ

り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
自
分

の
不
注
意
で
右
手
を
怪
我

し
て
し
ま
い
、
こ
の
大
会
に

出
場
し
よ
う
か
し
な
い
か

迷
っ
て
い
ま
し
た
が
出
場

す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

　

試
合
の
と
き
、
手
が
痛
く

て
い
つ
も
通
り
の
試
合
が

で
き
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
試
合

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

す
ご
く
く
や
し
か
っ
た
で

す
。
で
も
ぼ
く
以
外
の
み
ん

な
が
す
ご
く
が
ん
ば
っ
て

く
れ
た
の
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は

団
体
戦
が
今
年
で
最
後
な

の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。

　

こ
の
試
合
が
あ
っ
た
こ

と
で
、
自
分
の
体
調
管
理
が

す
ご
く
大
切
な
こ
と
だ
と

気
づ
き
ま
し
た
。
み
ん
な
に

は
、
と
て
も
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

も
っ
と
も
っ
と
練
習
し

て
中
学
生
に
な
っ
て
も
が

ん
ば
っ
て
今
よ
り
も
っ
と

強
く
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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第
二
十
五
回

　

名 
古 

屋 

大 

会

　

平
成
二
十
五
年
七
月

二
十
一
日
（
日
）
名
古
屋
市

露
橋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
第
二
十
五
回
名
古
屋

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
で
は
名
古
屋
市
日

本
拳
法
連
盟
会
長
の
横
地
隆

二
様
か
ら
力
強
い
激
励
の
後
、

総
勢
二
五
六
名
十
八
ク
ラ
ス

で
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
に

よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。

　

男
子
一
般
男
子
有
段
の
部

で
は
四
三
名
の
エ
ン
ト
リ
ー

の
中
、
Ａ
コ
ー
ト
か
ら
は
辻

貴
仁
（
桜
拳
会
）、
Ｂ
コ
ー
ト

か
ら
は
川
村
祥
彰
（
名
育
会
）

が
勝
ち
上
が
り
、
両
者
の
決

勝
戦
と
な
っ
た
。
い
く
つ
も

　

今
回
の
大
会
で
一
本
を
と
れ
た

良
い
技
が
ど
ん
な
技
で
あ
っ
た

か
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
無
意
識

に
出
た
技
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
よ

う
、
あ
あ
し
よ
う
と
頭
で
考
え
て

出
し
た
技
で
は
な
く
、
と
っ
さ
に

出
た
、
無
意
識
の
、
体
が
勝
手
に

反
応
し
た
技
で
あ
っ
た
。
一
本
を

取
れ
る
良
い
技
と
は
こ
う
い
う
も

の
な
の
か
と
思
っ
た
。
技
を
出
す

タ
イ
ミ
ン
グ
と
は
「
今
だ
！
」
の

「
小
一
・
二
年
男
子
優
勝
」

　

二
年　

福
田　

愛
斗

　
　
　

尾
張
支
部　

江
南
道
場

「
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
っ
た
よ
」

　

二
年　

青
木　

花
帆

「
悲
願
の
優
勝
」

　

五
年　

青
木　

陸

「
感
謝
の
一
位
」

　

六
年　

中
西　

緒
里

「
小
三
年
男
子
優
勝
」

　

三
年　

亀
井　

千
颯　

　
　
　

名
育
会　

中
川
ク
ラ
ブ

の
大
会
に
於
い
て
常
連
と
な
っ

て
い
る
お
互
い
と
も
戦
法
を
知

り
つ
く
し
て
い
る
た
め
一
進
一

退
の
攻
防
の
末
、
先
攻
を
川
村
選

手
が
投
げ
か
ら
の
押
え
銅
で
先

取
、
そ
し
て
辻
選
手
の
巻
き
返
し

は
、
川
村
選
手
が
投
げ
に
い
っ
た

と
こ
ろ
を
逆
に
倒
し
、
す
か
さ
ず

押
え
面
で
一
対
一
と
な
り
、
終
了

間
際
に
互
い
に
面
を
繰
り
出
す

が
、
主
審
の
判
定
に
よ
り
「
相
打

ち
」、
緊
迫
感
の
漂
う
中
、
辻
選

手
の
素
早
い
面
が
決
ま
り
勝
者

　

ぼ
く
は
、
今
回
の
名
古
屋
大
会

に
ゆ
う
し
ょ
う
で
き
て
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

一
年
生
の
と
き
も
ゆ
う
し
ょ
う
し

た
の
で
二
年
れ
ん
ぞ
く
で
ゆ
う

し
ょ
う
し
ま
し
た
。
い
つ
も
月
曜

日
と
木
曜
日
の
夜
に
先
生
に
拳
法

　

け
ん
法
を
始
め
て
四
年
く
ら

い
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
試
合

で
初
め
て
ゆ
う
し
ょ
う
を
取
り

ま
し
た
。
試
合
の
と
ち
ゅ
う
き

ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
一
本
取

り
返
さ
れ
た
と
き
は
負
け
る
と

思
い
ま
し
た
。
ド
キ
ド
キ
し
て

も
っ
と
き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

で
も
、
ぼ
く
を
お
う
え
ん
し
て

く
れ
る
み
ん
な
の
声
が
聞
こ
え

て
、「
ぜ
っ
た
い
か
つ
。
ぜ
っ
た

い
か
つ
。」
と
心
の
中
で
何
回
も

言
ま
し
た
。
そ
し
て
か
つ
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
次
の
し
合
も
一
位
を

取
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

「
優
勝
」
一
般
男
子
級
の
部
　

　
　
名
城
大
学
二
回
生

　
　
　
　
　
　
安
藤
慎
一
朗

「
い
」
の
瞬
間
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
聞
い
た
時
は
「
な

る
ほ
ど
、
た
し
か
に
そ
う
だ
な
」
く

ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

だ
が
、
今
回
の
大
会
で
そ
の
言
葉
が

本
当
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
す
こ
し

だ
け
理
解
で
き
た
気
が
す
る
。「
今
だ
」

の
「
い
」
の
瞬
間
に
技
を
繰
り
出
す

に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
、
そ
れ
は
頭

で
考
え
る
よ
り
早
く
体
が
反
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。「
よ
し
打
つ
ぞ
」

「
こ
こ
で
投
げ
る
ぞ
」
と
思
っ
て
か
ら

技
を
仕
掛
け
て
い
て
は
遅
い
。
無
意

識
に
体
が
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
無
意
識
に
く
り
出
す
技
が
ど

ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
普

段
か
ら
繰
り
返
し
反
復
練
習
し
て
き

た
技
で
あ
っ
た
と
思
う
。「
今
だ
！
」

の
「
い
」
の
瞬
間
に
く
り
出
す
技
は

日
々
の
稽
古
で
何
回
も
何
回
も
く
り

返
し
練
習
す
る
こ
と
で
し
か
身
に
つ

け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
基
本

練
習
で
基
本
に
忠
実
に
形
を
意
識
し

な
が
ら
丁
寧
に
打
つ
、
こ
れ
を
何
回

も
く
り
返
し
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
で
の

技
を
意
識
し
な
く
と
も
自
然
に
出
せ

る
よ
う
に
す
る
。
乱
稽
古
で
は
必
ず

テ
ー
マ
や
目
的
意
識
を
持
ち
、
闇
雲

に
何
も
考
え
ず
技
を
出
す
の
で
は
な

く
相
手
を
よ
く
見
て
、
打
ち
所
い
わ

ば
「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
瞬
間
を
捉
え

る
よ
う
に
す
る
。
打
撃
な
ら
ば
、
相

手
が
技
を
出
す
出
頭
（
で
が
し
ら
）

や
技
を
出
し
た
後
の
尽
き
た
瞬
間
や
、

相
手
の
攻
め
気
が
切
れ
て
居
つ
い
た

瞬
間
に
突
き
技
や
蹴
り
を
く
り
出
す
。

組
技
な
ら
ば
相
手
の
力
の
向
き
や
体

勢
を
瞬
時
に
察
知
し
て
こ
こ
ぞ
と
い

う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
投
げ
、
素
早
く
投

げ
た
相
手
を
制
す
る
。
そ
れ
を
く
り

返
し
一
本
を
取
れ
る
技
の
間
合
い
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
体
に
染
み
込
ま
せ
る
。

こ
う
し
て
よ
う
や
く
そ
の
技
が
自
分

の
も
の
に
な
る
、
す
な
わ
ち
一
本
の

と
れ
る
技
が
身
に
つ
く
と
言
え
る
と

思
っ
た
。
今
回
の
大
会
の
結
果
に
満

足
せ
ず
、
今
後
の
稽
古
で
は
よ
り
反

復
練
習
を
大
切
に
し
、
意
識
の
高
い

乱
稽
古
を
し
て
、
自
分
の
技
を
練
り

磨
き
、
常
に
上
を
目
指
し
精
進
し
て

い
き
た
い

名古屋大会　開会式

春日井大会第三十回
　

平
成
二
五
年
七
月
七

日
、
良
く
晴
れ
た
七
夕
の

日
曜
日
に
第
三
〇
回
記
念

春
日
井
大
会
が
市
内
落
合

公
園
体
育
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
の
春
日
井
市
が

市
制
七
〇
周
年
を
迎
え
た

記
念
の
年
に
新
築
さ
れ
た

体
育
館
で
記
念
大
会
を
開

催
出
来
た
こ
と
は
誠
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

今
大
会
は
第
三
〇
回
を
記
念
し

て
、
豊
橋
松
山
教
室
・
昌
義
館
・

愛
知
県
尾
張
支
部
の
選
手
を
招
待

し
て
地
元
の
洗
心
館
・
春
日
井
西

部
支
部
・
春
日
井
自
衛
隊
ク
ラ
ブ

と
共
に
、
六
つ
の
団
体 

総
エ
ン
ト

リ
ー
数
が
一
三
〇
名
の
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

午
前
十
時
よ
り
開
会
、
代
表
選

手
の
宣
誓
の
後
、各
選
手
は
、男
女
・

学
年
に
別
れ
て
全
一
四
ク
ラ
ス
の

リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

小
学
５
年
男
子
の
部
・
一
般
男

子
個
人
Ⅰ
部
（
段
の
部
）・
Ⅱ
部
（
級

の
部
）
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

試
合
に
関
し
て
は
、
１
部
の
選

手
の
負
傷
を
除
い
て
は
問
題
な
く

進
行
出
来
た
と
思
い
ま
す
が
、
記

録
に
は
、
ミ
ス
が
目
立
ち
リ
ー
グ

戦
内
の
順
位
を
間
違
う
ミ
ス
の
発

生
な
ど
リ
ー
グ
戦
な
ら
で
は
の
課

題
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
こ
の
課
題
に
上
手
く
対

応
し
選
手
の
頑
張
り
に
応
え
る
試

合
運
営
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
七
月
七
日
の
か
す
が
い
し
み
ん

大
会
で
ゆ
う
し
ょ
う
を
し
ま
し
た
。
い
つ

も
ど
う
じ
ょ
う
で
、
お
に
い
さ
ん
や
お
ね

え
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
大
き
な
こ
え
を
出

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

大
会
開
催
に
際
し
、
審
判
員
を

派
遣
し
て
頂
い
た
愛
知
県
連
盟

審
判
部
の
先
生
方
、
春
日
井
自

衛
隊
の
み
な
さ
ま
に
は
、
毎
年

の
よ
う
に
試
合
場
の
マ
ッ
ト
を

始
め
コ
ー
ト
の
記
録
係
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
支
援
を
頂
き

ま
し
た
。

　

皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援

が
あ
っ
て
の
今
大
会
で
あ
っ
た

と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
春
日
井
市
民
大
会
の
小

学
六
年
・
中
学
一
年
女
子
の
部
で

優
勝
し
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
体

育
館
に
来
た
と
き
は
、
小
学
六
年

だ
か
ら
も
の
す
ご
い
強
い
相
手
が

た
く
さ
ん
来
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

対
戦
表
の
載
っ
た
さ
っ
し
が
配
ら

れ
て
小
学
六
年
の
部
の
ペ
ー
ジ
を

見
た
ら
、「
小
学
六
年
・
中
学
一
年

女
子
の
部
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
不
安
が
増
し
ま
し
た
。

中
学
生
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
と

強
い
相
手
が
い
る
と
い
う
こ
と
。

負
け
そ
う
な
気
持
が
心
の
中
で
生

ま
れ
そ
う
で
し
た
。
そ
し
て
、
い

よ
い
よ
試
合
の
時
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
防
具
と
グ
ロ
ー
ブ
を
つ

け
て
コ
ー
ト
へ
行
っ
た
ら
た
っ
た

の
四
人
で
し
た
。
で
も
、
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。
私
の
中
で
は
不
安

と
の
戦
い
で
す
。
自
分
の
全
力
の

力
で
一
回
戦
目
と
二
回
戦
目
は
な

ん
と
か
自
分
に
負
け
ず
試
合
に
勝

つ
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
決
勝
戦

は
、
特
に
す
ご
く
き
ん
張
し
て
き

ま
し
た
。
試
合
中
に
同
じ
洗
心
館

の
人
や
家
族
の
応
援
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
試
合
が
終

わ
り
し
ん
判
の
人
が
旗
を
私
の
方

に
挙
げ
ま
し
た
。
と
て
も
す
っ
き

り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

さ
っ
き
の
不
安
は
ど
こ
か
に
ふ
き

と
ん
で
い
っ
た
よ
う
に
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん
な
の
応

え
ん
が
あ
っ
た
か
ら
勝
て
た
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
に
は
感
謝
し
て

い
ま
す
。
来
年
も
一
位
を
と
れ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

七
月
七
日
に
第
三
十
回
記
念
の
春
日

井
市
民
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

春
日
井
市
民
大
会
に
出
る
の
が
こ
れ
で

六
回
目
で
す
。
年
長
で
初
め
て
出
た
大

会
で
は
三
位
を
と
り
ま
し
た
。
二
．
三

年
の
時
ま
で
一
位
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
四
年
生
の
と
き
ラ
イ
バ
ル
の
子

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
時
頭

が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
く
や
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
か
ら
一
年
勝
て
る
よ
う

に
き
び
し
い
練
習
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
春
日
井
市
民
大
会
の
日
が
き
ま

し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
名
前
を
見
る

と
不
安
で
ド
キ
ド
キ
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
道
場
の
先
生
か
ら
、「
お

も
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
来
い
。」
と
い
う

春
日
井
大
会
成
績
・
男
子
の
部

【
幼
年
の
部
】

優　

勝　

柴
田　

彩
羽
（
田
原
一
保
）

準
優
勝　

平
井　

謙
蔵
（
豊
橋
南
）

三　

位　

山
北　

夕
愛
（
桃
山
保
）

【
小
学
校
一
年
の
部
】

優　

勝　

山
北　

龍
白
（
富
士
見
小
）

準
優
勝　

渡
辺　

堅
心
（
小
坂
井
東
）

三　

位　

亀
谷　

大
輝
（
大
城
小
）

【
小
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

竹
下　

雄
大
（
西
山
小
）

準
優
勝　

福
田　

愛
斗
（
西
成
東
小
）

三　

位　

亀
谷　

柾
斗
（
布
袋
北
小
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

平
松　

大
河
（
西
成
東
小
）

準
優
勝　

山
北　

蒼
流
（
西
山
小
）

三　

位　

蛭
川　

優
路
（
磯
辺
小
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

山
田　

健
斗
（
葉
栗
北
小
）

準
優
勝　

武
馬　

功
昌
（
草
井
小
）

三　

位　

下
嶋　

結
月
（
花
田
小
）

【
小
学
校
五
年
の
部
】

優　

勝　

青
木　
　

陸
（
神
領
小
）

準
優
勝　

杢
野　

遥
紀
（
前
芝
小
）

三　

位　

田
中　

誠
也（
古
知
野
西
小
）

【
小
学
校
六
年
の
部
】

優　

勝　

杢
野　

一
博
（
前
芝
小
）

準
優
勝　

石
井　

浩
輔
（
西
山
小
）

三　

位　

川
島　

隆
雅
（
上
条
小
）

【
中
学
一
年
の
部
】

優　

勝　

藤
原　

朱
利
（
南
陽
中
）

準
優
勝　

小
林　

龍
市
（
吉
田
方
中
）

三　

位　

梅
木　

琉
静
（
味
美
中
）

【
中
学
二
・
三
年
の
部
】

声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
ら
一
気
に
気
持
ち

が
楽
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
試
合
が
は
じ
ま
り
ぼ
く
の
出
番

が
来
ま
し
た
。
そ
し
て
一
回
戦
目
を
ギ
リ

ギ
リ
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

ど
ん
ど
ん
勝
ち
進
ん
で
決
勝
に
い
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
大
声
が
出
そ
う
に
な
る

く
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
も
優

勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

優　

勝　

伊
藤　
　

優
（
高
師
台
中
）

準
優
勝　

家
本　

惇
史
（
吉
田
方
中
）

三　

位　

松
本　

玲
児
（
坂
下
中
）

【
高
校
の
部
】

優　

勝　

藤
原　
　

翔（
豊
橋
工
業
高
）

準
優
勝　

竹
内　

勇
登
（
豊
橋
南
高
）

【
一
般
の
部　

Ⅱ
部
】

優　

勝　

伊
藤　

光
将
（
春
日
井
自
）

準
優
勝　

藤
原　

竜
也
（
春
日
井
自
）

三　

位　

中
川　

裕
貴
（
春
日
井
自
）

一
般
の
部　

Ⅰ
部
】

優　

勝　

山
内　

卓
也
（
洗
心
館
）

準
優
勝　

古
川　

大
輔
（
江
南
教
室
）

三　

位　

上
崎　

和
也
（
春
日
井
自
）

春
日
井
大
会
成
績
・
女
子
の
部

【
小
学
校
二
年
の
部
】

優　

勝　

青
木　

花
帆
（
神
領
小
）

準
優
勝　

青
木　

里
帆
（
神
領
小
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

児
玉　

七
虹（
古
知
野
西
小
）

準
優
勝　

阿
賀
ひ
か
り
（
西
山
小
）

三　

位　

可
見　

那
苗（
古
知
野
西
小
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

溝
口　

璃
子
（
北
城
小
）

準
優
勝　

中
西　
　

叶
（
米
野
小
）

【
小
学
校
五
年
の
部
】

優　

勝　

蛭
川　

美
羽
（
磯
辺
小
）

準
優
勝　

福
田　

有
菜
（
西
成
東
小
）

三　

位　

田
中　

誠
也（
古
知
野
西
小
）

【
小
学
校
六
年
・
中
学
一
年
の
部
】

優　

勝　

中
西　

緒
里
（
米
野
小
）

準
優
勝　

隈
元　

悠
花
（
西
山
小
）

し
て
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し

は
、
な
か
な
か
ち
ゅ
う
だ
ん
が
じ
ょ
う
ず

に
う
て
ま
せ
ん
。
い
つ
も
か
ん
ち
ょ
う
先

生
か
ら
ち
ゅ
う
い
さ
れ
る
こ
と
を
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
れ
ん
し
ゅ
う
し
て
き
ま

し
た
。
ま
い
日
た
く
さ
ん
あ
せ
を
か
い
て

れ
ん
し
ゅ
う
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
か
い
の

大
会
で
ち
ゅ
う
だ
ん
が
じ
ょ
う
ず
に
う
て

た
の
で
、
一
本
と
れ
た
と
き
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
つ
よ
い
子
が
あ
い
て

だ
っ
た
の
で
か
て
る
か
ど
う
か
ふ
あ
ん

だ
っ
た
け
ど
ぜ
っ
た
い
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
ほ

し
か
っ
た
の
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ま
た

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
と
れ
る
よ
う
に
い
っ
ぱ
い

れ
ん
し
ゅ
う
し
ま
す
。

を
お
し
え
て
も
ら
っ
て
い
て
、
と

も
だ
ち
も
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。
ぼ
く
の
得
意
技
は
胴

を
打
つ
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

も
っ
と
も
っ
と
れ
ん
し
ゅ
う
を
し

て
だ
れ
に
も
負
け
な
い
よ
う
に
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
三
年
生
の
と
き
も
ぜ
っ

た
い
に
ゆ
う
し
ょ
う
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

名
古
屋
大
会
成
績
・
男
子
の
部

【
小
学
校
一
・
二
年
の
部
】

優　

勝　

福
田　

愛
斗
（
西
成
東
小
）

準
優
勝　

夏
目　

大
暉
（
野
間
小
）

【
小
学
校
三
年
の
部
】

優　

勝　

亀
井　

千
颯
（
篠
原
小
）

準
優
勝　

夏
目　

暖
人
（
野
間
小
）

三　

位　

中
野　

伶
勇
（
布
士
小
）

三　

位　

山
本　

颯
太
（
上
沼
小
）

【
小
学
校
四
年
の
部
】

優　

勝　

畑
中　

宏
規
（
野
間
小
）

準
優
勝　

山
田　

健
斗
（
草
栗
北
小
）

三　

位　

岩
田　

陽
澄
（
那
古
野
小
）

【
小
学
校
五
年
の
部
】

優　

勝　

井
口　

翔
太
（
清
水
小
）

準
優
勝　

高
橋　

理
駒
（
岩
塚
小
）

三　

位　

花
井　

瑛
亮
（
福
岡
小
）

【
小
学
校
六
年
の
部
】

優　

勝　

藪
井　

俊
樹
（
野
間
小
）

準
優
勝　

渡
邉　

隆
太
（
千
郷
小
）

三　

位　

百
合
草
翔
大
（
野
間
小
）

三　

位　

畑
中　

秀
太
（
野
間
小
）

【
中
学
一
年
の
部
】

優　

勝　

亀
井　

万
海
（
長
良
中
）

準
優
勝　

亀
井　

瑞
生
（
長
良
中
）

三　

位　

河
合
龍
太
郎
（
御
田
中
）

【
中
学
二
・
三
年
面
無
し
の
部
】

優　

勝　

丸
山　

慧
也
（
千
郷
中
）

準
優
勝　

國
居　

邑
悟
（
師
崎
中
）

三　

位　

大
崎　

裕
平
（
野
間
中
）

【
高
校
の
部
】

優　

勝　

百
合
草
春
男
（
桜
丘
高
）

準
優
勝　

山
本　

翔
聖
（
桜
丘
高
）

三　

位　

鈴
木　

雄
登
（
豊
橋
工
高
）

三　

位　

熊
澤　

和
也
（
瑞
稜
高
）

【
一
般
男
子
級
の
部
】

優　

勝　

安
藤
慎
一
朗
（
名
城
大
）

準
優
勝　

長
地　

康
孝
（
名
市
大
）

三　

位　

柴
北　

健
佑
（
名
市
大
）

三　

位　

ギ
ミ
レ
・
デ
ブ
・
ク
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
心
会
館
）

【
一
般
男
子
段
の
部
】

優　

勝　

辻　
　

貴
仁
（
桜
拳
会
）

準
優
勝　

川
村　

祥
彰
（
名
育
会
）

三　

位　

南
木
那
津
雄
（
名
市
大
）

三　

位　

宮
崎　

光
就
（
長
久
手
Ｃ
）

名
古
屋
大
会
成
績
・
女
子
の
部

【
幼
（
混
合
）
小
学
一
年
の
部
】

優　

勝　

畑
中
亮
太
郎
（
野
間
保
）

準
優
勝　

富
田　

琳
真
（
野
間
小
）

【
小
学
校
二
・
三
年
の
部
】

優　

勝　

竹
本　

真
緒
（
上
野
間
小
）

準
優
勝　

伊
藤　

愛
華
（
多
米
小
）

三　

位　

児
玉　

七
虹
（
古
知
野
小
）

【
小
学
校
五
・
六
年
の
部
】

優　

勝　

竹
本　

美
緒
（
上
野
間
小
）

準
優
勝　

鈴
木　

綾
華
（
大
林
小
）

【
中
学
女
子
の
部
】

優　

勝　

加
藤　

茉
祐
（
武
豊
中
）

準
優
勝　

鈴
木　

涼
華
（
北
部
中
）

三　

位　

仲
瀬　

有
海
（
高
師
台
中
）

【
高
校
女
子
の
部
】

優　

勝　

尾
川　

実
優
（
藤
ノ
花
女
子
高
）

準
優
勝　

中
野
由
可
里
（
藤
ノ
花
女
子
高
）

三　

位　

城　
　

実
里
（
藤
ノ
花
女
子
高
）

三　

位　

浜
谷　

唯
乃
（
桜
丘
高
）

【
大
学
・
一
般
女
子
の
部
】

優　

勝　

山
本　

千
夏
（
愛
学
日
）

準
優
勝　

小
嶌
永
倫
子
（
名
育
会
）

辻選手　桜拳会

松阪西日本拳法会
少年の部（小学生以下）／水・土曜日 18 時～20 時
一般の部（中学生以上）／水・土曜日 20 時～21 時

会　長　松浦　慎三　　　　師範代　田上　直
指導員　太田　尚紀    連絡先 0598-26-6968 （松浦）

場　所　松阪市大足町 405　松阪市武道館第一道場
　　　　　　　　　　　　　 TEL0598-26-2303

練習日

王子道場（幼児・中学生・一般）
練習日　木曜日午後6時3 0 分～8 時　
場　所　王子製紙春日井工場　体育館

春日井西支部
代表　　林　　洋　司

場　所　新城市体育館分館（武道館）
練習日　毎週木曜日　PM7:00～8:30（少年部）
　　　　　　　　　　PM8:30～10:00（上級者）
　　　　毎週土曜日　PM1:30～3:00
連絡先　TEL0536-25-0350　林　洋司

日本拳法新城協会
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六
月
二
日
（
日
）
早
稲
田
大
学
記
念
会
堂

で
全
国
大
学
選
抜
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
各
大
学
で
選
抜
さ
れ
た
五
人
の
選
手

で
の
団
体
戦
で
あ
る
。
今
年
は
全
国
か
ら

四
十
三
大
学
が
出
場
し
激
し
い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

成
績
は
次
の
通
り

優　

勝　
　

明
治
大
学

準
優
勝　
　

中
央
大
学

三　

位　
　

早
稲
田
大
学

ベ
ス
ト
エ
イ
ト
賞

立
命
館
大
学
（
四
位
）

大
阪
経
済
大
学
・
関
西
学
院

大
学
・
専
修
大
学
・
桃
山
学

院
大
学

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

大
石　

健
作　
（
明
治
大
学
）

技
能
賞

仁
井　

博
己
（
中
央
大
学
）

敢
闘
賞

石
田　

勝
季
（
早
稲
田
大
学
）

第
九
回
全
国
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗

女
子
学
生
団
体
戦

男
子
団
体
戦
決
勝
の
前
に
、
女

子
学
生
の
団
体
戦
が
行
わ
れ

た
。
東
日
本
チ
ー
ム
、
中
部
日
本

チ
ー
ム
、
西
日
本
チ
ー
ム

七
名
の
団
体
戦
で
、
リ
ー
グ

戦
で
行
わ
れ
た
。

試
合
結
果

優　

勝

西
日
本
学
生
女
子
チ
ー
ム

準
優
勝

東
日
本
学
生
女
子
チ
ー
ム

三　

位

中
部
日
本
学
生
女
子
チ
ー
ム

【
男
子
団
体
競
技
】

優　

勝　

大
阪
高
校(

大
阪
府)　
　
　

　

 　
　
　
　
【
２
年
連
続
・
４
回
目
】

準
優
勝　

大
商
大
堺
高
校
（
大
阪
府
）

三　

位　

県
立
青
翔
高
校
（
奈
良
県
）

三　

位　

県
立
橿
原
高
校
（
奈
良
県
）

最
優
秀
選
手　

岡
田　

優
司
（
大
阪
高
）

優
秀
選
手　

新
井　

和
希
（
大
商
大
堺
）

優
秀
選
手　

谷
口　

玲
雄
（
県
立
青
翔
）

優
秀
選
手　

大
西　

真
樹
（
県
立
橿
原
）

【
女
子
団
体
競
技
】

優　

勝　

関
大
一
高
校(

大
阪
府)

準
優
勝　

大
阪
桐
蔭
高
校
（
大
阪
府
）

三　

位　

桜
丘
高
校
（
愛
知
県
）

三　

位　

藤
ノ
花
女
子
高
校
（
愛
知
県
）

最
優
秀
選
手　

坂
東
マ
リ
ア
（
関
大
一
）

優
秀
選
手　

谷
南　

奈
実
（
大
阪
桐
蔭
）

優
秀
選
手　

中
野
由
可
里
（
藤
ノ
花
女
）

優
秀
選
手　

河
野　

瑞
希
（
桜
丘
高
）

【
男
子
個
人
競
技
】

優　

勝　

宮
本　

真
也(

東
大
大
柏
原
高)

準
優
勝　

橋
本　

周
平
（
清
風
高
）

三　

位　

新
井　

和
希
（
大
商
大
堺
高
）

三　

位　

前
田　

稔
輝
（
大
商
大
堺
高
）

【
女
子
個
人
競
技
】

優　

勝　

岡
崎　
　

慧(

大
商
大
堺
高)

準
優
勝　

村
上
あ
ず
さ
（
関
西
一
高
）

三　

位　

谷　

南
奈
美
（
大
阪
桐
蔭
高
）

三　

位　

前
田　

稔
輝
（
大
商
大
堺
高
）

【
男
子
団
体
競
技
・
入
賞
校
】

優　

勝　

関
西
大
学
第
一
高
校

　

(

大
阪
府)

【
十
一
年
ぶ
り
十
二
回
目
】

準
優
勝　

大
阪
高
等
学
校
（
大
阪
府
）

三　

位　

豊
橋
中
央
高
校
（
愛
知
県
）　

三　

位　

県
立
橿
原
高
校
（
奈
良
県
）

最
優
秀
選
手　

豊
岡　

浩
平
（
関
大
一
高
）

優
秀
選
手　

松
岡　

利
章
（
大
阪
高
校
）

優
秀
選
手　

鈴
木　

拓
巳
（
豊
橋
中
央
）

優
秀
選
手　

植
松　

賢
矢
（
県
立
橿
原
）

【
女
子
団
体
競
技
】

優　

勝　

関
西
大
学
第
一
高
校

　

(

大
阪
府)

【
二
年
連
続
四
回
目
】

準
優
勝　

藤
ノ
花
女
子
高
（
愛
知
県
）

三　

位　

桜
丘
高
校
（
愛
知
県
）

三　

位　

大
商
大
堺
高
校
（
愛
知
県
）

最
優
秀
選
手　

山
本　

有
紗
（
関
大
一
）

優
秀
選
手　

尾
川　

実
優
（
藤
ノ
花
高
）

優
秀
選
手　

河
野
瑞
希
望
（
桜
丘
高
）

優
秀
選
手　

岡
崎　
　

慧
（
大
阪
大
堺
）

【
男
子
個
人
競
技
】

優　

勝　

前
田　

稔
輝(

大
阪
府)

　
　
　
　
　

(

東
大
阪
大
学
柏
原
高)

準
優
勝　

西
山　

文
哉(

熊
本
県)

　
　
　
　
　
（
県
立
矢
部
高
等
学
校
）

三　

位　

幸
田　

琢
臣(

奈
良
県)

　
　
　
　
　
（
県
立
橿
原
高
等
学
校
）

三　

位　

宮
本　

真
也(

大
阪
府)

　
　
　
　
　
（
東
大
阪
大
学
柏
原
高
）

【
女
子
個
人
競
技
】

優　

勝　

脇
山　

紗
樹(

大
阪
府)

　
　
　
　
　

(

関
西
大
学
第
一
高)

準
優
勝　

岡
崎　
　

慧(

大
阪
府)

　
　
　
　
　
（
大
阪
商
業
大
学
堺
高
）

三　

位　

大
西　

春
菜(

大
阪
府)

　
　
　
　
　
（
大
阪
商
業
大
学
堺
高
）

三　

位　

谷
南　

奈
美
菜(

大
阪
府)

　
　
　
　
　
（
大
阪
桐
蔭
高
等
学
校
）

第二十六回 全国大学選抜選手権大会

第十七回 全国高等学校日本拳法選抜大会

優勝：明治大学

　

立
命
館
大
学
を
破
っ
た
明
治
大
学
が
決
勝

戦
へ
駒
を
進
め
た
。
一
方
、
早
稲
田
大
学
を

下
し
て
、
中
央
大
学
が
決
勝
へ
進
ん
だ
。

　

中
央
大
学
が
先
取
、
続
い
て
明
治
大
学
が

次
鋒
、
中
堅
と
二
勝
を
上
げ
副
将
戦
は
中
央

が
取
り
返
し
、
二
勝
二
敗
か
ら
の
大
将
戦
と

　

三
月
二
三
日
、
二
四
日
の
二

日
間
、
大
阪
府
の
大
阪
市
立
修

道
館
で｢

第
十
七
回
全
国
高
等

学
校
日
本
拳
法
選
抜
大
会｣

が

開
催
さ
れ
た
。

　

初
日
は
団
体
戦
が
行
わ
れ
、

中
部
地
区
代
表
と
し
て
男
子
は

桜
丘
高
校
と
栄
徳
高
校
が
出
場

し
た
。
桜
丘
高
校
は
、
初
戦
は

京
都
府
代
表
の
京
都
長
尾
谷
高

校
に
勝
利
し
た
も
の
の
、
二
回

戦
で
は
優
勝
候
補
筆
頭
の
大
阪

商
業
大
学
堺
高
校
に
一
勝
二
負

二
分
と
い
う
僅
差
で
敗
れ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
栄
徳
高
校
も
東

大
阪
大
学
柏
原
高
校
と
対
戦
し

た
が
、
勝
利
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
。

　

女
子
は
Ａ
コ
ー
ト
で
藤
ノ
花

女
子
高
校
が
大
阪
体
育
大
学
浪

商
高
校
と
対
戦
し
、
先
鋒
、
大

将
と
も
引
き
分
け
で
あ
っ
た
、

が
中
堅
の
勝
利
で
準
決
勝
へ
と

進
ん
だ
。
Ｂ
コ
ー
ト
で
も
桜
丘

高
校
が
大
阪
商
業
大
学
堺
高
校

に
勝
ち
、
第
一
〇
回
大
会
以
来

の
準
決
勝
戦
進
出
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
藤
ノ
花
女
子
高
校

は
大
阪
桐
蔭
高
校
に
、
桜
丘
高

校
は
関
西
大
学
第
一
高
校
に
敗

れ
、
共
に
三
位
と
い
う
結
果
に

終
わ
っ
た
。

　

夏
の
選
手
権
大
会
で
は
今
回

の
経
験
を
生
か
し
て
、
男
女
と

も
中
部
地
区
代
表
が
旋
風
を
巻

き
起
こ
し
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
る
。
続
く
二
日
目
の
個
人

戦
は
、
全
国
の
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
男
子
百
二
十
名
、
女

子
六
十
一
名
の
選
手
が
戦
っ

た
。中
部
か
ら
は
男
子
の
部
に
、

桜
丘
高
校
の
百
合
草
、
谷
、
萩

原
、
柴
田
、
戸
田
、
栄
徳
高
校

の
加
藤
、
豊
橋
中
央
高
校
の
鈴

木
、
松
阪
工
業
高
校
の
長
尾
、

白
山
高
校
の
山
本
の
九
選
手
が

出
場
し
た
が
、
い
ず
れ
も
ベ
ス

ト
エ
イ
ト
ま
で
残
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
女
子
の
部
に
は

一
〇
名
の
選
手
が
出
場
し
た
。

藤
ノ
花
女
子
高
校
か
ら
尾
川
、

酒
井
、
中
野
、
天
野
、
城
、
鶴

見
の
六
名
が
、
桜
丘
高
校
か
ら

河
野
、
牛
田
、
佐
藤
の
三
名
が
、

同
朋
高
校
か
ら
伊
藤
の
一
名
が

出
場
し
た
。
し
か
し
、
藤
ノ
花

女
子
高
校
尾
川
実
優
選
手
の
第

五
位
入
賞
の
み
に
終
わ
っ
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
十
分
な

成
績
を
残
せ
な
か
っ
た
中
部
勢

で
あ
る
が
、
今
後
は
五
月
か
ら

始
ま
る
愛
知
県
大
会
、
三
重
県

大
会
、
六
月
に
実
施
さ
れ
る
高

校
東
海
大
会
が
、
八
月
の
選
手

権
大
会
と
九
月
の
全
日
本
総
合

選
手
権
大
会
の
予
選
に
な
る
。

今
回
出
場
し
た
選
手
は
も
と
よ

り
、
今
回
出
場
で
き
な
か
っ
た

選
手
も
更
な
る
努
力
を
重
ね

て
、
八
月
、
九
月
に
は
強
い
中

部
の
存
在
を
全
国
に
知
ら
し
め

て
欲
し
い
。

　

八
月
七
日
、
八
日
に
和
歌
山
ビ
ッ
ク

ホ
エ
ー
ル
に
お
い
て
「
第
五
十
八
回
全

国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
手
権
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
日
の
団
体
戦
は
、
男
子
は
桜

丘
高
校
と
豊
橋
中
央
高
校
が
出
場
し
ま

し
た
。
桜
丘
高
校
は
、橿
原
高
校（
奈
良
）

に
敗
れ
一
回
戦
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
豊
橋
中
央
高
校
は
二
回
戦

か
ら
の
出
場
と
な
り
、国
士
舘
高
校
（
神

奈
川
）
を
倒
し
た
伊
都
高
校
（
和
歌
山
）

と
対
戦
し
、
三
勝
二
敗
で
み
ご
と
準
決

勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
戦
は
関
西
大
学
第
一

高
校
（
大
阪
）
と
対
戦
し
ま
し

た
が
、
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら

れ
敗
れ
は
し
た
も
の
の
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
子
は
桜
丘
高
校
と

藤
ノ
花
女
子
高
校
が
出
場
し
ま

し
た
。
両
校
と
も
二
回
戦
か
ら

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
桜
丘

高
校
は
橿
原
高
校
（
奈
良
）
と

対
戦
し
、
代
表
戦
ま
で
も
つ
れ

こ
ん
だ
結
果
、
見
事
に
準
決
勝
戦

に
駒
を
進
め
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
関
西
大
学
第
一
高

校
（
大
阪
）
と
の
対
戦
と
な
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
関
西
大
学
第
一

高
校
は
女
子
も
隙
の
な
い
戦
い
ぶ

り
で
あ
っ
た
た
め
、
善
戦
は
し
ま

し
た
が
三
位
と
い
う
結
果
で
し

た
。
藤
ノ
花
女
子
高
校
の
二
回
戦

の
対
戦
相
手
は
大
阪
桐
蔭
高
校

（
大
阪
）
で
し
た
。
大
阪
桐
蔭
高

校
に
は
春
の
選
抜
大
会
で
は
敗
れ

た
も
の
の
、
今
年
は
先
鋒
・
中
堅
・

大
将
の
す
べ
て
が
勝
ち
春
の
大
会

の
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。
準
決

勝
戦
は
優
勝
候
補
の
一
角
で
あ
る

大
阪
商
業
大
学
堺
高
校
（
大
阪
）

と
の
対
戦
で
し
た
。

　

こ
の
試
合
は
二
勝
一
敗
と
い
う

内
容
で
勝
利
し
ま
し
た
。
続
く
決

勝
戦
は
昨
年
の
選
手
権
と
春
の
選

抜
大
会
の
覇
者
関
西
大
学
第
一
高

校
と
の
対
戦
で
し
た
。
関
西
大
学

第
一
高
校
は
、
決
勝
戦
ま
で
の
全

て
の
試
合
を
圧
倒
的
な
強
さ
で
勝

ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
関
西
大

学
第
一
高
校
の
先
鋒
は
、
二
日
目

の
個
人
戦
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
力

の
あ
る
選
手
で
あ
っ
た
た
め
、
藤

ノ
花
女
子
高
校
に
と
っ
て
は
な
か

な
か
思
う
よ
う
は
試
合
が
出
来
ず

に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
中
堅

は
藤
ノ
花
女
子
高
校
が
圧
勝
し
、

試
合
は
大
将
戦
に
も
つ
れ
込
み
ま

し
た
。

　

大
将
戦
は
互
い
に
一
本
ず
つ
取

り
、
こ
の
ま
ま
引
き
分
け
と
な
っ

て
代
表
戦
勝
負
か
と
思
わ
れ
ま
し

た
が
、
残
り
時
間
七
秒
の
と
こ
ろ

で
一
本
を
取
ら
れ
、
あ
と
少
し
の

と
こ
ろ
で
優
勝
を
の
が
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
残
念
な
が
ら
中

部
勢
が
優
勝
こ
そ
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
女
子
は
準
優
勝
と
三
位
、

男
子
は
久
し
ぶ
り
に
三
位
入
賞
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

団
体
戦
の
優
秀
選
手
と
し
て
、

男
子
で
は
豊
橋
中
央
高
校
の
鈴
木

拓
巳
選
手
が
、
女
子
で
は
藤
ノ
花

女
子
高
校
の
尾
川
実
優
選
手
と
桜

な
っ
た
。　

会
場
内
は
シ
ー

ン
と
静
ま
り
、
両
選
手
の
裂

帛
の
気
合
い
だ
け
が
響
く
。

厳
し
い
間
合
い
の
取
り
合
い

で
、
両
者
同
時
の
攻
撃
で
、

審
判
の
あ
が
る
旗
に
息
を
の

む
感
動
的
な
優
勝
決
定
戦
で

あ
っ
た
。

　

結
果
は
明
治
大
学
に
軍
配

が
上
が
っ
た
。

第
五
十
八
回 

全
国
高
等
学
校
日
本
拳
法
選
手
権
大
会

丘
高
校
の
河
野
瑞
希
選
手
が
獲
得

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
個
人
戦
は
女
子
の
部

で
、
桜
丘
高
校
の
河
野
瑞
希
選
手

が
準
々
決
勝
ま
で
進
み
、
大
阪
商

業
大
学
堺
高
校
の
大
西
春
菜
選
手

と
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
敗
れ
て
し
ま
い
第
五

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
は
、
団
体
戦
、

個
人
戦
と
も
「
優
勝
」
の
二
文
字

を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
中
部
勢
で
す
が
、
近
年
選

手
層
の
厚
く
な
っ
た
関
西
に
対
し

て
選
手
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
部

と
し
て
は
今
回
よ
く
健
闘
し
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
各
校
、
各

選
手
と
も
今
後
も
練
習
に
工
夫
を

凝
ら
し
て
、
次
回
は
優
勝
す
る
こ

と
を
目
標
に
一
層
の
努
力
を
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

第十一回 日本拳法全国少年大会団体戦
　

今
年
も
全
国
少
年
大
会
に

愛
知
県
と
三
重
県
の
道
場
か

ら
小
中
学
生
の
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。
団
体
戦
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
各
道
場
応

援
に
も
力
が
は
い
り
と
て

も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
道
場
の
代
表
と
し
て
出

場
す
る
選
手
達
は
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
る
中
で
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す

る
た
め
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
選
手
た
ち
に
は
、
こ
こ

で
得
た
経
験
を
生
か
し
、
高

校
、
大
学
一
般
と
拳
法
を
続

け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
ご
父
兄
の
皆
様

も
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

早稲田大学記念会堂
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第
五
十
三
回

  
中
部
日
本
学
生
拳
法
選
手
権
大
会

平
成
二
十
五
年
六
月
三
十
日

　

名
古
屋
市
露
橋
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
中

部
地
区
か
ら
九
大
学
、
十
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　

十
チ
ー
ム
を
Ａ
・
Ｂ
二
つ
の
リ
ー

グ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
で
リ
ー
グ

戦
を
行
い
、
各
リ
ー
グ
の
一
位
が

優
勝
を
賭
け
て
戦
う
。

　

Ａ
リ
ー
グ
か
ら
三
戦
全
勝
の
愛

知
学
院
大
学
日
進
学
舎
Ａ
チ
ー
ム

（
以
下
愛
院
大
Ａ
）
が
、
Ｂ
リ
ー
グ

の
一
位
が
、
四
戦
全
勝
の
名
古
屋

大
学
（
以
下
名
大
）
が
優
勝
決
定

戦
に
臨
ん
だ
。

　

決
勝
戦
で
は
、
先
鋒
、
次
鋒
、

と
愛
院
大
Ａ
が
二
連
勝
し
、
流
れ

は
愛
院
大
Ａ
へ
、
三
峰
戦
は
引
き

分
け
、
中
堅
戦
は
名
大
、
三
将
戦

で
は
名
大
が
取
り
反
撃
か
と
思
わ

れ
た
が
、
引
き
分
け
を
は
さ
ん
で

副
将
戦
で
愛
院
大
Ａ
が
勝
ち
、
優

勝
を
決
め
た
。
大
将
戦
は
名
大
が

取
り
、
結
果
三
勝
二
敗
二
分
で
愛

知
学
院
大
学
日
進
学
舎
Ａ
チ
ー
ム

が
優
勝
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の

方
々
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
面
の
中
の
顔
の
表
情
ま
で

写
さ
れ
て
い
て
、
迫
力
の
あ
る
決

定
的
な
瞬
間
を
撮
影
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
１
本
の
決
ま
っ
た
瞬

間
な
ど
被
写
体
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
よ
う
な
写
真
が
多
く
、
写
真

に
残
っ
た
選
手
に
は
、
最
高
の
写

真
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、

本
庄
真
由
美
さ
ん
、
笹
田
将
宏
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

<

成
績>

優　

勝

　

愛
知
学
院
大
学
日
進
Ａ

準
優
勝

　

名
古
屋
大
学

三　

位

　

名
古
屋
学
院
大
学

【
男
子
個
人
戦
成
績
】

優
　
勝
　
末
吉
　
祐
大
（
名
学
大
）

準
優
勝
　
山
内
　
卓
也
（
愛
工
大
）

三
　
位
　
井
上
　
創
太
（
名
城
大
）

【
女
子
個
人
戦
成
績
】

優
　
勝
　
山
本
　
千
夏
（
愛
学
日
）

準
優
勝
　
二
村
　
祐
加
（
名
市
大
）

三
　
位
　
位
田
あ
ゆ
み
（
名
市
大
）

団
体
戦
優
勝

男
子
個
人
戦
優
勝

女
子
個
人
戦
優
勝

名
古
屋
大
学　
　

主
将　

　
　
　

四
年　

金
子　

央

名
古
屋
学
院
大
学

　

二
回
生 

末
吉 

祐
大

愛
知
学
院
大
学
日
進
学
舎

　

四
回
生　

山
本  

千
夏

こ
の
度
の
第
五
十
三
回
中
部

日
本
学
生
選
手
権
大
会
で

は
、
大
き
な
事
故
も
な
く
滞

り
な
い
進
行
で
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
今
年
も
ま
た
各
大
学
が

熱
狂
し
、
非
常
に
楽
し
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
団
体
戦
に
お
い
て

　

去
年
は
ケ
ガ
の
タ
メ
棄
権

し
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
出

場
さ
し
て
い
た
だ
い
て
優
勝

と
言
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を

生
む
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

光
栄
に
お
も
い
ま
す
。

　

午
前
中
に
団
体
戦
に
出
場

し
て
体
が
だ
い
ぶ
ほ
ぐ
れ
た

状
態
で
の
試
合
で
し
た
。

　

一
回
戦
は
後
輩
が
団
体
戦

で
負
け
て
い
た
相
手
だ
っ
た

名
古
屋
大
学
が
準
優
勝
と
い
う

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
は
部
員
数

が
多
い
と
は
い
え
ず
、
中
部
日

本
全
体
も
ま
た
同
様
の
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
今
後
一
層
、
新

入
部
員
の
勧
誘
や
日
本
拳
法
の

周
知
、
後
輩
の
育
成
等
の
努
力

に
よ
り
、
大
会
延
い
て
は
中
部

日
本
全
体
を
守
り
立
て
て
ま
い

り
ま
す
の
で
先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
の
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
で
後
輩
の
仇
を
と
る
つ
も

り
で
挑
み
ま
し
た
。
い
つ
も

通
り
練
習
通
り
で
き
た
の
で

勝
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
回
戦
目
は
不
戦
勝
で
三
回

戦
目
は
自
分
よ
り
体
が
大
き

く
一
試
合
目
を
見
て
る
限
り

し
ぶ
と
そ
う
な
相
手
だ
と
思

い
ま
し
た
。
気
持
ち
的
に
も

落
ち
つ
け
て
試
合
が
で
き
た

の
で
な
ん
と
か
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
四
回
戦
目
は

こ
れ
で
勝
て
た
ら
決
勝
戦
に

い
け
る
！
っ
と
思
い
絶
対
負

け
な
い
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
挑
み
ま
し
た
。

　

自
分
が
理
想
と
す
る
試
合

通
り
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、

練
習
の
成
果
が
で
た
と
最
も

実
感
で
き
た
試
合
で
し
た
。

　

決
勝
戦
は
自
分
が
そ
の
場

に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合

前
に
主
将
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
そ
の
通
り
実
行
し

よ
う
と
決
め
て
挑
み
、
試
合

が
始
ま
り
自
分
で
思
っ
て
た

以
上
に
緊
張
も
せ
ず
落
ち
つ

い
て
試
合
運
び
が
で
き
ま
し

た
。
ラ
ス
ト
三
十
秒
ま
で
お

互
い
旗
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
こ
こ
し
か
な
い
と
思
っ

て
仕
掛
け
に
い
き
旗
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
見
事
に
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
一
人
で
は
こ
こ
ま
で
い

け
て
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
輩
方
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
今
の
ま
ま
で
は
す
ぐ
に

追
い
抜
か
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
大
会
に
挑
む

に
あ
た
っ
て
、
い
つ
も
と
違
っ

た
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

　

大
会
前
、
二
年
生
の
時
に

決
勝
戦
で
負
け
、
連
覇
を
逃

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

あ
の
時
と
同
じ
悔
し
さ
を
二

度
と
味
わ
い
た
く
な
い
、
と

い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

全
国
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ

る
だ
け
で
な
く
「
連
覇
」
の

二
文
字
を
堂
々
と
掲
げ
る
事

が
、
何
よ
り
の
目
標
で
あ
り
、

そ
の
目
標
を
絶
対
達
成
し
た

い
と
思
っ
た
。

　

慣
れ
な
い
緊
張
感
に
包
ま

れ
る
中
、
一
戦
一
戦
を
確
実

に
勝
ち
上
が
り
、
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
と
同
時
に
新
た
な
課
題
を

見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

「
努
力
し
て
い
る
か
ら
成
功
す

る
と
は
限
ら
な
い
。
で
も
成

功
し
て
い
る
人
は
必
ず
努
力

し
て
い
る
」
こ
の
言
葉
を
信

じ
て
、
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
こ
う
と
強
く
思
っ

た
。
学
生
と
し
て
大
会
の
一

つ
一
つ
が
最
後
で
あ
る
た
め
、

一
戦
一
戦
を
大
切
に
戦
っ
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
一
試

合
で
も
多
く
コ
ー
ト
に
立
ち

全
力
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
で
、

指
導
し
て
く
だ
さ
る
監
督
や

コ
ー
チ
、
先
輩
方
、
近
く
で

応
援
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

団
体
優
勝　

名
古
屋
大
学

部
長　

小
池　

晃
彦

主
将　

金
子　

央

て
い
る
両
親
へ
感
謝
の
意
を

伝
え
て
い
こ
う
と
思
う
。

観
戦
日
記

観
戦
日
記

名
古
屋
市
立
大
学

　
　
　

一
年　

増
田　

百
華

　

先
日
行
わ
れ
た
中
部
日
本

学
生
憲
法
選
手
権
大
会
は
、

私
に
と
っ
て
、
初
め
て
観
戦

す
る
公
式
戦
で
し
た
。
日
本

拳
法
と
い
う
も
の
の
存
在
を

大
学
で
初
め
て
知
り
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
し
て
か

ら
約
二
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た

が
、
普
段
の
練
習
で
も
先
輩

方
の
勢
い
に
圧
倒
さ
れ
る

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
今
大
会

の
お
手
伝
い
と
応
援

を
し
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
初

め
て
見
る
実
際
の
試

合
に
た
だ
た
だ
驚
く

こ
と
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
や
は
り

試
合
独
特
の
緊
張
感

は
普
段
の
練
習
の
も

の
と
は
ま
っ
た
く

違
う
と
感
じ
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
も
不
慣

れ
な
こ
と
も
多
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も

選
手
の
皆
さ
ん
が
気

持
ち
よ
く
練
習
で
き

る
よ
う
に
精
一
杯
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

優勝：末吉祐大 三位：井上創太
三位：位田あゆみ

準優勝：山内卓也
優勝：山本千夏準優勝：二村祐加

【
昭
和
三
十
二
年
】（
一
九
五
七
）

【
名
古
屋
大
学
同
好
会
発
足
】

内
田
潤
伸
に
よ
り
設
立
。

【
第
二
回
全
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会
】

　

六
月
八
日
に
大
阪
府
立
体
育

館
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
た
。

優　

勝　

関
西
大
学

準
優
勝　

関
西
学
院
大
学

三　

位　

立
正
大
学

【
第
２
回
全
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会
】

　

大
阪
府
立
体
育
館
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
た
。

優　

勝　

関
西
学
院
大
学

準
優
勝　

関
西
大
学

三　

位　

大
阪
商
業
大
学

【
昭
和
三
十
三
年
】（
一
九
五
八
）

【
第
三
回
全
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会
】

　

十
一
月
四
日
（
火
）
に
大
阪

府
立
体
育
館
に
お
い
て
、
開
催

さ
れ
た
。
十
八
校
が
出
場
、
中

部
か
ら
は
、
名
城
大
学
と
名
古

屋
大
学
が
出
場
。

優　

勝　

関
西
大
学

準
優
勝　

関
西
学
院
大
学

三　

位　

明
治
大
学

【
第
３
回
関
西
学
生
拳
法
選
手

権
大
会
】

　

大
阪
府
立
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
戦
績
は
不
明

【
昭
和
三
十
四
年
】（
一
九
五
九
）

【
第
四
回
全
日
本
学
生
拳
法
選

手
権
大
会
】

　

五
月
三
十
一
日
に
大
阪
府
立

体
育
館
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ

た
。

優　

勝　

関
西
大
学

準
優
勝　

大
阪
商
業
大
学

三　

位　

立
正
大
学

【
第
３
回
関
西
学
生
拳
法
選
手

権
大
会
】

　

大
阪
府
立
体
育
館
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
た
。

優　

勝　

関
西
大
学

準
優
勝　

関
西
学
院
大
学

三　

位　

同
志
社
大
学

　

次
回
は
昭
和
三
十
五
年
へ

中
部
日
本
本
部

　

変　

遷
（2）
連載

　

長
年
に
渡
り
中
部
日
本
本
部
の

広
報
活
動
に
ご
人
力
さ
れ
ま
し
た

横
地
隆
二
氏
が
、
蓄
積
さ
れ
た
中

部
日
本
本
部
の
歴
史
を
、
連
載
で

毎
回
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
部

四
段
の
部

上
田　

格
也　

春
日
井
自
衛
隊

鈴
木　

侑
帆　

武
藤
会

参
段
の
部

山
中　
　

徹　

愛
知
学
院
大
日
進

末
吉　

祐
大　

名
古
屋
学
院
大

河
野　

優
真　

名
古
屋
学
院
大

伊
津
野
大
樹　

名
古
屋
学
院
大

百
合
草
春
男　

桜
丘
高
校

弐
段
の
部

井
上　

創
太　

名
城
大
学

鈴
木　

貴
英　

愛
知
学
院
大
日
進

荻
原　
　

健　

桜
丘
高
校

長
谷
川
弘
樹　

桜
丘
高
校

堀　
　

真
依　

愛
知
学
院
大
日
進

位
田
あ
ゆ
み　

名
古
屋
市
立
大

河
野　

博
美　

三
重
北
勢
支
部

初
段
の
部

藤
原　
　

翔　

昌
義
館
道
場

高
橋　

勇
貴　

昌
義
館
道
場

竹
内　

勇
登　

昌
義
館
道
場

金
子　

一
成　

尾
張
支
部

山
口　

倭
加　

名
古
屋
育
成
会

岡
田　

宗
平　

名
古
屋
育
成
会

藪
井
祐
明
佳　

知
多
支
部

浜
谷　

唯
乃　

知
多
支
部

木
村
慎
一
郎　

春
日
井
自
衛
隊

伊
藤　

大
輝　

愛
知
学
院
大
日
進

杉
本　

大
輔　

愛
知
学
院
大
日
進

後
東　
　

伸　

愛
知
学
院
大
楠
元

保
坂　

太
紀　

愛
知
学
院
大
楠
元

酒
井
理
紗
子　

藤
ノ
花
高
校

佐
藤　

真
弓　

豊
橋
成
和
会

鈴
木　

雄
登　

豊
橋
成
和
会

太
田　

達
磨　

名
古
屋
学
院
大

林　
　

広
満　

名
古
屋
学
院
大

水
野　

智
貴　

名
古
屋
市
立
大

柴
北　

健
佑　

名
古
屋
市
立
大

長
地　

康
考　

名
古
屋
市
立
大

渡
辺　

悠
里　

名
古
屋
市
立
大

有
田　

和
史　

三
重
南
勢
支
部

中
村　

洸
友　

三
重
南
勢
支
部

清
水　

一
海　

三
重
南
勢
支
部

中
山　

緋
瑛　

三
重
南
勢
支
部

松
田　

茉
子　

三
重
南
勢
支
部

参
段
の
部

村
瀬　

篤
志　

愛
知
郡
育
成
会

三
室　

知
士　

愛
知
郡
育
成
会

鈴
木
賢
司
郎　

豊
橋
松
山
教
室

井
口　

喬
介　

名
古
屋
学
院
大
学

山
田　

悠
介　

名
城
大
学

二
村　

祐
加　

名
古
屋
市
立
大
学

山
本　

千
夏　

愛
知
学
院
大
日
進

生
川　

晴
菜　

三
重
北
勢
支
部

廣
中　
　

航　

名
古
屋
大
学

戸
田　

雄
太　

名
古
屋
大
学

初
段
の
部

田
北　

賢
行　

名
古
屋
市
立
大
学

加
納　
　

慎　

愛
知
郡
育
成
会

藤
原　

竜
也　

春
日
井
自
衛
隊

中
川　

祐
貴　

春
日
井
自
衛
隊

近
田　

健
次　

豊
橋
協
会

高
嶋　

辰
宜　

名
城
大
学

石
原　

伊
織　

豊
川
自
衛
隊

戸
田　

春
貴　

桜
丘
高
校

石
川
慶
太
郎　

桜
丘
高
校

山
本　

翔
聖　

桜
丘
高
校

柴
田　

潤
也　

桜
丘
高
校

柴
田　

大
輝　

桜
丘
高
校

加
納　
　

慎　

愛
知
郡
育
成
会

渡
邉　

大
貴　

豊
橋
成
和
会

西
山　
　

剛　

三
重
南
勢
支
部

三
谷
佳
武
生　

名
古
屋
育
成
会

広
瀬　

明
夏　

名
古
屋
育
成
会

木
村　

理
沙　

名
古
屋
市
立
大

佐
藤
こ
な
つ　

名
古
屋
市
立
大

中
野
由
可
里　

藤
ノ
花
高
校

天
野　

優
奈　

藤
ノ
花
高
校

 

平
成
二
十
五
年
度

　
　
六
月
二
十
八
日 

  

昇
段
審
査
合
格
者

 

平
成
二
十
五
年
度

　
　
九
月
三
十
日 

 

　
昇
段
審
査
合
格
者

名
城
大
学

　
　

二
回
生　

安
藤
慎
一
朗

　

強
い
選
手
の
武
器
と
は
何

か
、
多
く
の
答
え
が
あ
る
だ

ろ
う
。
私
は
今
回
の
大
会
を

通
し
て
そ
の
ひ
と
つ
は
自
信

で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。
愛

知
学
院
大
学
の
試
合
で
は
相

手
の
名
前
だ
け
で
の
ま
れ
て

し
ま
っ
た
と
思
う
。
自
分
を

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
気
持

ち
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は
今

後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

自
信
だ
け
あ
っ
て
も
実
力

が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
、

し
か
し
そ
れ
は
自
信
で
な
く

過
信
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

当
の
自
信
と
は
、
毎
日
の
厳

し
い
稽
古
を
耐
え
、
強
く
な

る
た
め
精
進
を
怠
ら
な
か
っ

た
結
果
得
ら
れ
る
も
の
、
い

わ
ば
「
努
力
に
裏
付
け
ら
れ

た
自
信
」
な
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
稽
古
で
は
妥
協
を
せ

ず
、
最
善
を
尽
く
し
、「
努
力

に
裏
付
け
ら
れ
た
自
信
」
を

身
に
つ
け
た
い
。

名
古
屋
学
院
大
学

　
　

一
回
生　

大
山　

隼
平

　

六
月
三
十
日
に
、
中
部
大

会
が
あ
り
、
自
分
に
と
っ
て

初
め
て
の
大
会
だ
っ
た
。
自

分
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
表
の
係

を
し
な
が
ら
試
合
を
見
て
い

て
、
投
げ
の
強
い
選
手
、
突

き
を
中
心
に
し
た
選
手
、
カ

ウ
ン
タ
ー
を
狙
っ
て
い
る
選

手
な
ど
、
し
て
選
手
か
ら
ど

の
よ
う
に
し
て
一
本
を
取
る

か
を
試
行
錯
誤
し
て
戦
か
っ

て
い
る
よ
う
に
思
っ
た
。
ま

た
、
体
格
の
優
れ
た
選
手

は
、
か
ま
え
か
ら
強
さ
が
つ

た
わ
っ
て
き
て
、
逆
に
、
身

長
の
低
い
選
手
は
、
取
れ
る

一
本
を
か
く
じ
つ
に
ね
ら
っ

て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
ま

し
た
。身
長
の
低
い
自
分
は
、

相
手
選
手
か
ら
み
た
ら
、
非

常
に
戦
い
や
す
い
相
手
に
な

る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら

そ
の
体
格
差
を
も
の
と
も
し

な
い
選
手
に
な
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
二
十
五
年
度
、
名
古

屋
市
体
育
協
会
よ
り
、
日

本
拳
法
指
導
員
の
岩
田
達

之
先
生
が
が
「
体
育
功
労

者
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
「
選
手
育
成
に
顕
著
な
功

労
の
あ
っ
た
者
」
と
い
う

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の

中
で
二
十
四
名
の
方
々
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

日本拳法名張会
練習場所 ：名張市柔剣道場（南町　名張警察署横）
練　習　日：毎週月曜日　PM7:00～9：00
会　　長 ：末永孝治
支　部　長：高野健作／師　範　代：片岡俊也
師　　範 ：上村公泰／顧問：亀井利勝・亀井喜久雄
連　絡　先：TEL0595-63-3111（高野、タカキク内）

興 志 会

興志会 岩田教室

代表　森　長　高　男

本　部　豊橋市小松原町今西 2-5　
練習日　（水）（金）　PM7:30～9:30

豊橋市中岩田 1-13-10 琴平神社 参集院
練習日　（月）（土）　PM7:30～9:30

TEL 0532-21-1030

西三河支部
練習日　毎週土曜日　PM7:00～9:00
練習場所　安城市体育館　３階　剣道場
練習日　毎週木曜日　PM7:00～9:00
練習場所　知立市福祉体育館地下１F 柔道場

　安城クラブ

　知立クラブ

支部長：山 田 周 作  TEL 090-1728-5632（山田）
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